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「たてがみ」が完成
　沼島漁業協同組合が消防防災艇「たてがみ」を建
造しました。たてがみは、傷病者の搬送や水難救助、
消火活動などに活用されます。

沼島・消防防災艇
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市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

日
々
活
動
す
る
消
防
団
員

◆
接
種
方
法

❶
市
が
準
備
す
る
会
場
（
南
あ

わ
じ
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
湊

地
区
公
民
館
、
中
央
公
民

館
、
福
良
地
区
公
民
館
）
で

の
集
団
接
種

❷
市
内
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
◆
集
団
接
種
に
つ
い
て

　
集
団
接
種
を
希
望
す
る
人

は
、
案
内
通
知
が
届
い
た
後
、

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
予
約
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
電
話
が
混
み
合
う
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
年
齢
に
応
じ

て
段
階
的
に
受
付
し
ま
す
。
詳

し
く
は
案
内
通
知
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◆
個
別
接
種
に
つ
い
て

　
集
団
接
種
に
合
わ
せ
、
５
月

下
旬
か
ら
、
沼
島
診
療
所
、
中

利（
緑
倭
文
）若
林
晋一郎（
松

帆
）
前
田
展
宏
（
湊
）
濱
貴

志
（
津
井
）
近
藤
順
哉
（
阿

那
賀
）村
上
友
幸
（
伊
加
利
）

齋
田
浩
（
西
淡
志
知
）
西
内

大
（
榎
列
）
土
井
孝
行
（
八

木
）
木
下
裕
道
（
市
）
市
川

龍
（
神
代
）
的
場
弘
充
（
三

原
倭
文
）
東
庄
淳
史
（
三
原

志
知
）
泊
勇
希
（
福
良
）
松

原
弘
和
（
賀
集
）
島
田
晴
基

（
北
阿
万
）
安
井
三
貴
（
潮

美
台
）
山
下
高
生
（
阿
万
）

山
本
文
彦
（
灘
）
大
下
裕
和

（
沼
島
）

　
波
戸
崎
直
弘
さ
ん（
潮
美
台
）

が
４
月
１
日
、
南
あ
わ
じ
市
消

防
団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
任

期
は
２
年
。
市
消
防
団
の
幹
部

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）

団
長
　
　
　
　
　
波
戸
崎
直
弘

選
任
副
団
長
　
　
藤
原
　
広
規

　
　
　
　
　
　
　
福
本
　
章
良

方
面
隊
長

　
第
１
方
面
　
　
楮
　
　
大
尚

　
第
２
方
面
　
　
金
﨑
由
季
生

　
第
３
方
面
　
　
井
上
　
英
樹

　
第
４
方
面
　
　
宮
本
　
芳
幸

方
面
副
隊
長

　
第
１
方
面
　
　
阪
本
　
彰
宏

　
第
２
方
面
　
　
岡
　
　
雅
和

　
第
３
方
面
　
　
岩
口
　
　
智

　
第
４
方
面
　
　
山
口
　
高
広

選
任
分
団
長
（
地
区
名
）

山
本
真
也
（
広
田
）
前
田
和

消
防
団
長
・
幹
部
団
員
の
紹
介

林
病
院
、
平
成
病
院
、
南
淡
路

病
院
、
八
木
病
院
、
翠
鳳
第
一

病
院
で
の
個
別
接
種
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。

　
そ
の
他
の
医
療
機
関
に
つ
い

て
は
、
準
備
が
整
い
次
第
、
開

始
す
る
予
定
で
す
。

◆
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
に
つ
い
て

　
３
月
末
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
へ
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
集
団
接
種
・
個
別

接
種
の
ど
ち
ら
の
場
合
に
も
必

要
と
な
り
ま
す
。
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

※
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
情

報
は
、
新
聞
折
込
、
防
災

行
政
無
線
、
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
す

問
南
あ
わ
じ
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎
43
・
５
６
７
１

問
健
康
課
☎
43
・
５
２
１
８

▲波戸崎消防団長

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
（
昭
和

32
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
の

人
）
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
が
限
ら

れ
て
い
る
た
め
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対

策
の
観
点
か
ら
、
高
齢
者
施
設

の
入
所
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

先
行
し
、
４
月
19
日
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。
施
設
入
所
者
以
外

の
人
に
つ
い
て
は
、
５
月
下
旬

か
ら
の
接
種
開
始
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
対
象
者
に
は
５
月
上

旬
か
ら
、
年
齢
ご
と
に
順
次
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
に
関
す

る
案
内
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

2

の
長
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ

ま
し
た
。
淡
路
県
民
局
参
事

な
ど
を
歴
任
し
、
全
県
県
土

公
園
化
構
想
や
全
島
一
斉
清

掃
の
実
施
な
ど
、
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
退
職
後
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
あ
わ
じ
緑
花
協
会
の
理

事
長
、
会
長
を
務
め
、
淡
路

花
博
や
沿
道
へ
の
コ
ス
モ
ス
の

植
栽
に
携
わ
る
な
ど
、
環
境

美
化
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
野
口
さ
ん
は
、
昭
和
31
年

４
月
に
兵
庫
県
に
奉
職
し
て

以
来
、
平
成
５
年
３
月
ま
で

野
口
　
利
宏 

さ
ん
（
市
）

瑞
宝
双
光
章

高
齢
者
叙
勲

来
、
平
成
５
年
３
月
ま
で
の

長
き
に
わ
た
り
、
小
中
学
校

で
教
育
に
専
念
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
師
と
し
て
働
く
傍
ら
大

学
に
進
学
す
る
な
ど
、
研
究

熱
心
な
姿
勢
は
教
育
現
場
で

も
生
か
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

元
年
に一
宮
町
立
多
賀
小
学

校
、
平
成
３
年
に
三
原
町
立

市
小
学
校
の
校
長
に
就
任
。

温
厚
な
人
柄
で
信
望
も
厚

く
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
教
育

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
坂
本
さ
ん
は
、
昭
和
26
年

４
月
に
志
知
村
立
志
知
小

学
校
助
教
諭
に
着
任
し
て
以

坂
本
　
昌
穗 

さ
ん
（
倭
文
）

瑞
宝
双
光
章

高
齢
者
叙
勲

滝
本
　
和わ
お
と音 

さ
ん

（
広
田
小
３
年
／
受
賞
当
時
）

◆
受
賞
作
品

小
学
生
の
部

南
あ
わ
じ
市
消
防
団 

第
14
回
い
じ
め
防
止
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
賞

　
全
国
の
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
ら
か
ら
42
万
以

上
の
標
語
が
集
ま
っ
た
「
い

じ
め
防
止
標
語
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
、
滝
本
さ
ん
の
作

品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た

滝
本
さ
ん
は
「
い
じ
め
の

な
い
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
た
ら

い
い
な
と
思
っ
た
。
受
賞

で
き
て
う
れ
し
い
」
と
笑

顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
南
あ
わ
じ
市
消
防
団

が
、
消
防
団
に
と
っ
て
最

高
の
栄
誉
と
さ
れ
る
特
別

表
彰
「
ま
と
い
」
を
受
章

し
ま
し
た
。

　
ま
と
い
は
、
日
本
消
防

協
会
か
ら
全
国
の
消
防
団

の
う
ち
毎
年
10
団
体
に
授

与
さ
れ
る
も
の
。
市
消
防

団
の
全
国
消
防
操
法
大
会

で
の
成
績
な
ど
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

優
良
消
防
団 

特
別
表
彰
「
ま
と
い
」

　
松
帆
い
ず
み
会
は
、
昭

和
49
年
に
結
成
し
、
約
47

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
の
地
域
住
民
を
対

象
と
し
た
食
育
推
進
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
食
育
の
輪
を
広

げ
る
な
ど
、
住
民
の
健
康

増
進
に
大
い
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会

西
淡
支
部

松
帆
い
ず
み
会

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

上
岡
　
昇
平 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　  （
松
帆
）

農
林
水
産
大
臣
表
彰

Ｈ
ク
ラ
ブ
」
の
代
表
を
務

め
る
上
岡
さ
ん
が
、
全
国

青
年
農
業
者
会
議
で
同
ク

ラ
ブ
の
取
り
組
み
を
発
表

し
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
ス
マ
ー

ト
畜
産
技
術
を
活
用
し
た

農
業
経
営
の
改
善
や
耕
畜

連
携
に
取
り
組
む
な
ど
、

農
畜
産
業
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
若
手
酪
農
家
で
組

織
す
る
「
ゆ
づ
る
は
４

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

高
齢
者
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ワクチン接種の優先順位
❶医療従事者等 
❷高齢者（65 歳以上の人）
❸高齢者以外で基礎疾患がある人や

高齢者施設等の従事者、60 歳～
64 歳の人 
❹その他の人

ち
き
ゅ
う
に

い
じ
め
の
な
い
ワ
ク
チ
ン
を

う
ち
た
い
な

市ホームページ

高齢者施設でのワクチン接種
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澤
田
晋
吾
、
興
津
育
子

助
嶋
　
透
、
川
添
卓
也

本
田
和
也
、
長
濱
美
海
子

椚
田
華
緒
理
、
内
山
賢 

一

谷
口
香
織
、
入
谷
恵
祐

松
崎
彩
加
、
澤
田
若
菜

川
上
友
輔
、
笹
山
幸
来

居
上
　
駿
、
村
上
遥
南

福
原
真
里
奈

【
環
境
課
】

課
長
兼
施
設
整
備
室
長 

　
　
　
堀
　
祥
夫

職
員
　
福
岡
　
武

清
水
信
彰
、
萩
山
能
宏

榎
勢
美
和
、
出
田
美
由
紀

興
津
佑
治
、
児
玉
佳
祐

【
福
祉
課
】

課
長
　
金
山
知
史

職
員
　
田
坂
千
佐
美

仲
野
裕
恵
、
豊
田
章
裕

児
玉
裕
仁
（
再
）

岡
本
良
次
（
再
）

島
　
　
誠
（
再
）

溝
口
善
子
、
上
野
百
恵

豊
田
千
和
、
小
島
朋
代

森
崎
ひ
と
み
、
久
留
米
三
四
郎

久
保
佑
樹

【
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課
】

課
長
（
前
田
市
民
福
祉
部

副
部
長
兼
務
）

職
員
　
吉
原
千
佳

澤
田
真
紀
、
井
戸
麻
理
子

稲
本
順
也
、
山
本
高
広

藤
江
朝
子
（
再
）

辻
村
智
子
、
西
村
竜
也

塩
田
祐
子
、
谷
　
奈
南

島
田
新
太

【
長
寿
・
保
険
課
】

課
長
　
山
﨑
稔
弘（
再
）

職
員
　
富
山
明
宏

丸
永
剛
之
、
安
冨
哲
啓

河
崎
裕
美
、
榎
本
小
百
合

山
形
恭
子
、
榎
本
良 

一

仲
野
隆
行
、
興
津
洋
佑

伊
吹
美
喜
子
、
西
村
　
恵

山
口
明
宏
、
大
亦
宏
明

【
広
報
情
報
課
】

課
長
　
島
田
美
穂

職
員
　
奥
田
泰
大

赤
井
達
弘
、
前
野
洋
司

中
野
尚
美
、
辻
西
　
敦

徳
田
　
剛
、
増
田
賢
司

白
川
幸
正
、
山
本
沙
也
香

坂
本
大
樹

【
ふ
る
さ
と
創
生
課
】

課
長
　
栄
井
賢
次

課
付
課
長
兼
つ
な
が
り
開
発

室
長
　
山
形
さ
ゆ
り（
再
）

職
員
　
原
坂
泰
子

瓶
井
彰
人
、
濵
田
直
人

清
水
麻
貴
、
小
川
浩
子

近
江
佐
栄
子
、
谷
口
太
輔

坂
本
真
望
、
向
井
　
聡

坂
本
奈
津
実
、
近
藤
祐
里
菜

【
う
ず
し
お
世
界
遺
産

推
進
課
】

課
長
（
栄
井
ふ
る
さ
と

創
生
課
長
兼
務
）

【
市
民
協
働
課
】

課
長
　
中
嶋
宏
昭

課
付
課
長
兼
生
涯
活
躍
推
進

室
長
　 

永
田
加
織

職
員
　
吉
田
知
子

井
上
美
奈
子
、
原
口
　
涼

善
甫
忠
昭
、
露
本
和
也

近
藤
ひ
か
り
、
大
西
重
三
子

永
樂
大
樹
、
小
田
敏
文

坂
本
和
哉

議
会
事
務
局

事
務
局
長
（
部
長
）

　
　
　
稲 

本
　
幸 

児

【
議
会
事
務
局
】

課
長
　
加
野
泰
生

職
員
　
奥
野
大
輔

佐
藤
秀
明
、
松
本
潤
子

福
岡
侑
子

総
務
企
画
部

部
長

　
　
　
木 

田
　
博 

仁

部
付
部
長（
企
画
担
当
）

　
　
　
勝 

見
　    

哲

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
統
括
官（
副
部
長
待
遇
）

　
　
　
清 

水
　
亮 

次

【
総
務
課
】

課
長
兼
秘
書
室
長
（
木

田
総
務
企
画
部
長
兼
務
）

人
材
育
成
室
長

　
　
　
垣
　
光
弘（
再
）

職
員
　
中
尾
あ
か
ね

原
田
恭
宏
、
佐
々
木
祐
輔

榎
本
裕
文
、
森
浦
勇
人

山
本
克
己
、
西
中
衣
里
子

辛
川
　
文
、
勢
戸
理
恵

榎
本
朱
莉
、
橋
本
知
佳

玉
久
保
美
希

【
財
務
課
】

課
長
　
田
村
智
巨

市
職
員
の
配
置

危
機
管
理
部

部
長
　
喜
田
憲
和（
再
）

【
危
機
管
理
課
】

課
長
　
藤
原
毅
司

職
員
　
白
瀬
由
美

野
上
恒
史
、
奈
良
雄
規

河
尻
将
登
、
西
岡
雅
樹

前
田
　
亮
、
安
藤
僚
香

沖
　
冴
紀
、
居
内
裕
樹

藤
井
雄
人

市
民
福
祉
部

部
長
　
西 

庄
　
　
登

副
部
長
（
環
境
施
設
整

備
推
進
担
当
）

　
　
　
廣 

内
　
繁  

一

副
部
長
（
福
祉
・
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

担
当
）

　
　
　
齋 

藤
　
浩 

二

副
部
長
（
子
育
て
の
喜

び
が
見
え
る
ま
ち
づ
く

り
推
進
調
整
担
当
）　 

　
　
　
前 
田
　
秀 

美 

【
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

課
長
　
船
本
有
美

職
員
　
山
野
絵
美

西
川
純
歩
、
大
上
聡
美

雨
堤
知
世
、
秦
　
優
子

上
田
千
春
、
酒
部
美
里

安
田
由
美
、
岩
倉
ゆ
か
り

東
　
智
美
、
楠
原
靖
人

土
居
久
代
、
川
上
幸
恵

興
津
里
香
、
岡
田
　
誠

村
上
奈
々
、
八
木
瑞
季

【
税
務
課
】

課
長
　
中
村
尚
之

収
納
対
策
室
長

　
　
　
小
松
律
子

職
員
　
松
本
奈
生
子

地
域
包
括
支
援
室
長

　
　
　
郷
野
仁
史

職
員
　
前
川
恵
理

板
野
あ
ゆ
美
、
譽
田
志
緒
理

森
花
愛
子
、
居
内
昭
人

眞
野
多
江
、
小
林
有
美

井
筒
あ
ゆ
み
、
細
川
智
佳
子

坂
本
温
代
、
碇
　
真
紀

泊
　
友
里
、
名
尾
卓
人

林
　
知
住
、
河
尻
春
奈

入
谷
和
佳
、
眞
野
　
瑞

林
め
ぐ
み
、
松
﨑
宏
美

柏
木
綾
乃

【
健
康
課
】

課
長
　
赤
松
裕
子

職
員
　
河
井
美
和

西
谷
由
佳
、
前
川
倫
章

安
部
こ
ず
恵
、
位
高
千
秋

山
口
江
美
、
荒
木
柳
子

河
辺
史
子
、
内
原
孝
美

汐
後
佳
世
子
、
肥
田
理
江

樫
野
尚
子
、
斉
藤
浩
平

曽
根
英
次
、
谷
村
　
愛

坂
本
友
恵

産
業
建
設
部

部
長
（
農
林
・
建
設
・

総
合
調
整
担
当
）

　
　
　
和
田
昌
治（
再
）

部
付
部
長（
商
工
観
光
・

水
産
・
教
育
連
携
担
当
）

　
　
　
川 

上
　
洋 

介

副
部
長
（
建
設
・
下
水

道
整
備
見
直
し
担
当
）

　
　
　
倉 

本
　
雅 

文

【
商
工
観
光
課
】

課
長
　
秦
　
伸
行
　

観
光
交
流
・
施
設
室
長

　
　
　
土
居
正
典

職
員
　
東
　
和
幸

前
川
正
英
、
武
市
知
也

河
野
沙
織
、
林
　
　
誠

大
原
有
香
、
大
谷
悠
人

【
農
林
振
興
課
】

課
長
　
濱
田
成
章

鳥
獣
対
策
室
長

　
　
　
東
根
崇
弘

職
員
　
杉
本
年
美

濟
藤
貴
志
、
正
木
充
穂

廣
瀬
成
史
、
阿
在
祐
輔

砂
川
貴
弘
、
早
津
紫
希

中
島
央
貴
、
横
山
留
依

【
水
産
振
興
課
】

課
長
　
興
津
武
秀

職
員
　
庄
田
光
男

木
場
大
登
、
徳
梅
麗
子

【
食
の
拠
点
推
進
課
】

課
長
（
興
津
水
産
振
興

課
長
兼
務
）

職
員
　
土
井
孝
行

【
農
地
整
備
課
】

課
長
　
前
田
有
治

職
員
　
高
田
智
之

前
川
祥 

一 

、
深
川
雄
次

池
本
達
哉
、
浦
﨑
基
代

小
丸
明
子
、
宮
本
勇
輝

島
田
智
章
、
榎
本
孝
太
郎

粂
川
義
雅
、
岡
本
直
樹

岡
内
優
貴
、
小
西
琢
也

小
阪
脩
人
、
別
所
魁
晟

【
建
設
課
】

課
長
　
土
井
　
勤

職
員
　
村
上
雅
文

髙
瀬
真
弓
、
高
野
晴
充

彦
坂
和
宏
、
森
　
正
和

堀
川
昌
志
、
小
林
智
幸

古
川
祥
司
、
的
崎
義
彦

榎
本
康
孝
、
田
村
大
輔

中
川
世
理
奈
、
増
田
敦
大

須
方
駿
介
、
田
中
哲
平

榎
本
大
希
、
香
井
裕
大
郎

鷲
塚
維
織

【
建
築
技
術
室
】

部
付
課
長
（
建
築
技
術

室
担
当
）　
井
上
拓
也

室
長
　
榎
勢
陽 

一

職
員
　
松
本
廣
明（
特
）

生
田
ひ
か
る
、
並
木
慶
彰

【
下
水
道
課
】

課
長
　
新
地
重
幸

職
員
　
三
宅
哲
也

魚
谷
英
生
、
北
井 

一 

也

大
濵
　
貢
、
浦
﨑
健
次

長
谷
川
亮
治
（
再
）

原
田
弥
生
、
古
川
実
香

中
谷
　
晃
、
古
川
善
基

久
保
友
紀
子

会
計
課

会
計
管
理
者（
副
部
長
）

兼
課
長

　
　
　
河 

井
　
達 

雄

職
員
　
中
村
紀
美

土
居
真
夕
、
真
野
律
子

大
西
隆
光

教
育
委
員
会

教
育
次
長
（
部
長
）

　
　
　
仲 

山
　
和 

史

教
育
次
長
補（
副
部
長
）

　
　
　
大 

住
　
武 

義

【
教
育
総
務
課
】

課
長
　
森
山
雅
生

職
員
　
廣
瀬
ち
さ

森
崎
研 

一 

、
角
所
亮
史

佐
々
木
友
美
、
野
上
典
子

土
居
祐
介
、
山
口
実
富
雄

【
学
校
教
育
課
】

課
長
（
大
住
教
育
次
長

補
兼
務
）

市

長

　
　

守
　
本
　
憲
　
弘

副
市
長

　
　

馬
　
部
　
総
一
郎

教
育
長

　
　

浅
　
井
　
伸
　
行

職
員
　
上
原
　
泉

白
木
誠 

一 

、
長
尾
通
稔

居
神
さ
ゆ
り
、
前
川
恭
範

新
地
美
里
、
森
下
亜
紀
子

田
渕
翔
太

【
社
会
教
育
課
】

課
長
　
山
家
光
泰

職
員
　
秀
　
充
浩

山
﨑
千
和
紀
、
眞
野
匡
史

印
部
泰
男
、
西
野
実
希

竹
内
ま
り
の

【
体
育
青
少
年
課
】

課
長
　
阿
部
志
郎

職
員
　
柏
木
映
理
子

前
谷
光
宣
、
西
岡
幸
子

喜
田
啓
義
、
冨
山
裕
貴

田
中
か
お
り
、
土
井
絢
賀

國
中
唯
人

選
挙
管
理
委
員
会

【
事
務
局
】

書
記
長
（
課
長
）

　
　
　
榎
本
　
新

書
記
次
長
　
船
越
直
子

書
記
　
江
本
大
志

足
立
達
矢

監
査
委
員
・
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会

【
事
務
局
】

事
務
局
長
（
課
長
）（
榎

本
選
挙
管
理
委
員
会
書

記
長
兼
務
）

職
員
（
選
挙
管
理
委
員

会
船
越
・
江
本
・
足
立

兼
務
）

農
業
委
員
会

【
事
務
局
】

事
務
局
長
（
課
長
）

　
　
　
松
山
　
勤

職
員
　
船
本
武
身

榎
本
寛
子
、
向
所
明
日
美

出
先
機
関

【
沼
島
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
沼
島
出
張
所
・

沼
島
地
区
公
民
館
）】

所
長
兼
館
長

　
　
　
山
見
嘉
啓（
再
）

職
員
　
三
谷
香
名

増
井 

一 

馬

【
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
中
嶋
市
民
協
働

課
長
兼
務
）

【
衛
生
セ
ン
タ
ー
】

所
長（
堀
環
境
課
長
兼
務
）

職
員
　
山
田
雅
文

別
所
正
俊
、
東
　
大
輔

【
火
葬
場
】

所
長（
堀
環
境
課
長
兼
務
）

職
員
　
佐
藤
譲
二

【
広
田
保
育
園
】

所
長
　
山
﨑
あ
け
み

職
員
　
近
藤
知
加
子

田
村
佐
代
子
（
再
）

波
戸
樹
里
、
安
居
理
加

川
上
千
裕
、
入
谷
真
由

出
田
百
華

【
倭
文
保
育
園
】

所
長
　
谷
田
リ
カ

職
員
　
奥
野
み
の
り

吉
田
明
代
（
再
）

西
　
明
子
、
白
瀬
奈
央

【
榎
列
保
育
所
】

所
長
　
鯉
森
あ
ず
さ

職
員
　
藤
井
奈
美

上
田
千
加

山
口
由
加
子
（
再
）

田
浦
新
太
郎
、
山
下
咲
希

安
田
遥
香

【
八
木
保
育
所
】

所
長
　
久
井
和
美

職
員
　
角
所
ゆ
か
り

秋
田
昌
代

藤
本
純
子
（
再
）

小
池
こ
こ
ろ
、
松
野
紗
希

小
林
沙
矢
香

【
神
代
保
育
所
】

所
長
　
奥
村
裕
子

職
員
　
山
崎
育
子

宗
田
幸
恵
（
再
）

向
登
志
光
、
堀
川
真
季

椿
野
有
唯

【
志
知
保
育
所
】

所
長
　
森
下
さ
お
り

職
員
　
沖
　
香

山
口
美
保
子
（
再
）

佐
藤
　
航

【
賀
集
保
育
所
】

所
長
　
本
田
　
睦

職
員
　
白
瀬
美
和

海
部
美
文
（
再
）

前
田
美
悠
紀
、
深
川
紗
知
代

中
島
百
合
菜
、
継
木
孝
衣

【
北
阿
万
保
育
所
】

所
長
　
川
崎
貴
子

職
員
　
土
居
美
帆

田
村
恵
奈

片
山
明
子
（
再
）

柴
折
春
奈

【
阿
万
保
育
所
】

所
長
　
石
井
真
由
美

職
員
　
北
川
の
ぞ
み

高
松
律
子
（
再
）

喜
田
さ
つ
き
、
林
　
眞
輝

金
谷
緋
音

【
市
こ
ど
も
園
】

園
長
　
森
本
美
代
子

職
員
　
岡
本
佳
子

西
尾
美
由
紀

山
﨑
　
泉
（
再
）

川
原
裕
美
子
、
土
居
祐
未

雨
堤
裕
子
、
奥
田
夢
加

森
本
明
日
香

【
伊
加
利
こ
ど
も
園
】

園
長
　
田
中
利
佳

職
員
　
山
下
園
加

向
　
洋
美

南
　
雅
子
（
再
）

釜
谷
里
香

【
湊
幼
稚
園
】

園
長
　
森
い
つ
み

職
員
　
砂
尾
珠
美

太
田
千
香
子
（
再
）

森
　
愛
華

【
津
井
幼
稚
園
】

園
長
　
欅
田
由
香

職
員
　
池
尻
真
希

川
淵
　
唯

【
志
知
幼
稚
園
】

園
長
　
中
田
叶
江

職
員
　
藤
本
裕
美

阿
部
麻
祐
子

【
児
童
館
】

館
長
（
前
田
市
民
福
祉
部

副
部
長
兼
務
）

【
阿
那
賀
診
療
所
・
伊

加
利
診
療
所
】

所
長
　
大
鐘
稔
彦（
会
）

職
員
　
齋
藤
美
穂

【
灘
診
療
所
】

所
長
　
宮
﨑
美
枝（
会
）

職
員
　
北
川
和
美

【
沼
島
診
療
所
】

所
長
　
横
山
龍
治

職
員
　
川
口
明
代

【
南
淡
路
農
業
公
園
】

所
長
　
田
原
和
彦

【
中
央
公
民
館
】

職
員
　
藤
本
龍
也

天
羽
達
也
、
野
上
尚
義

【
兵
庫
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
】

職
員
　
濵
口
知
明

【
兵
庫
県
農
業
共
済
組
合
】

課
長
　
柴
田
泰
子

職
員
　
児
玉
光
男

原
　
匡
宏
、
柏
木
真
樹

【 

一 

般
社
団
法
人
淡
路

島
観
光
協
会
】

職
員
　
谷
口
裕
佳

【 

一 

般
財
団
法
人
淡
路

島
く
に
う
み
協
会
】

副
部
長
　

　
　
　
西 

岡
　
義 

文

職
員
　
長
谷
佑
愛

【
公
益
財
団
法
人
淡
路

人
形
協
会
】

副
部
長
（
淡
路
人
形
座

経
営
改
革
担
当
）

　
　
　
福 

田
　
龍 

八

【
独
立
行
政
法
人
国
立

淡
路
青
少
年
交
流
の
家
】

職
員
　
山
川
朋
恵

【
南
あ
わ
じ
市
退
職
者
】

令
和
３
年
３
月
31
日
付

退
職
者
は
次
の
通
り
。

喜
田
憲
和
、
山
形
さ
ゆ
り

船
木
茂
浩
、
長
谷
川
亮
治

田
村
佐
代
子
、
野
田
憲
範

藤
田
隆
翁
、
菊
川
政
次

安
西
美
穂
、
中
谷
勇
太

箕
浦
彰
子

【
国
か
ら
の
派
遣
期
間

が
満
了
す
る
者
】

岩
城
数
馬
（
産
業
建
設

部
付
部
長
（
農
林
水
産

担
当
））

館
長
（
阿
部
体
育
青
少

年
課
長
兼
務
）

職
員
　
中
野
富
美
子（
再
）

江
本
典
隆

派
遣
職
員
等

【
経
済
産
業
省
】

職
員
　
阿
部
沙
織

【
農
林
水
産
省
】

職
員
　
川
口
智
弘

【
兵
庫
県
企
画
県
民
部
防

災
企
画
局
防
災
企
画
課
】

職
員
　
赤
坂
俊
彰

【
淡
路
県
民
局
交
流
渦

潮
室
交
流
渦
潮
課
】

職
員
　
中
川
達
也

濱
岡
寛
二

【
淡
路
県
民
局
洲
本
土

地
改
良
事
務
所
】

職
員
　
大
原
圭
史

孝
田
　
歩

【
淡
路
県
民
局
総
務
企

画
室
総
務
防
災
課
】

職
員
　
細
川
隆
弘

【
淡
路
広
域
水
道
企
業
団
】

部
長
　
谷 

口
　
伸 

治

課
長
　
上
田 

一 

路

職
員
　
原
坂
浩
司

田
村
文
明
、
川
添
雅
弘

田
中
章
次
、
野
尻
智
康

千
川
佳
奈
、
磯
見
俊
仁

児
嶋
勇
典
、
雨
堤
剛
史

【
淡
路
広
域
行
政
事
務
組
合
】

課
長
　
三
明
耕
司

職
員
　
郷
　
佳
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夫
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員
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子

姥
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再
）
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（
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）
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秀
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】

職
員
　
斉
藤
　
薫

【
市
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館
】
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史
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釣
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【
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蔵
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所
】

所
長
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家
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長
兼
務
）
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本
佳
幸

【
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婦
人
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家
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山
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兼
務
）
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兼
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化
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】
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）
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令
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年
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新
規
採
用
職
員
の
紹
介

　皆さんは魚の種類をいくつ知っていますか？「メジャーな魚」以
外にも「知られていないだけで、実はおいしい魚」がたくさんあり
ます。
　このたび、市内で水揚げされる 116 種類の魚のおいしい食べ方
や特徴、旬の時期などを紹介した「南あわじのさかな 旬のカタログ」
を作成しました。おいしい魚と出会うきっかけになる一冊です。
　冊子は水産振興課、美菜恋来屋、魚彩館に設置。市ホー
ムページのウェブブックからもご覧いただけます。
問水産振興課 ☎ 43-5243

「南あわじのさかな 旬のカタログ」が完成

南あわじ市長 守本 憲弘

新型コロナワクチン接種に向けて
～現状のお知らせなど～

　昨年の今頃は、兵庫県も国の緊急事態措置の実施区域と
なって４週目に入り、淡路島でも感染者が徐々に確認されは
じめた時期でした。その後、南あわじ市内でも感染が散発的
に発生したことはご存じのとおりです。一方、現在に目を移し
ますと、感染力が強まっているとされる変異株が都市部を中
心に猛威を振るい、淡路島でも感染者が増加しています。
　新型コロナウイルス感染拡大に関しては、緊急総合対策事
業として、切れ目ない様々な対策をとってきているところです。
令和 3 年度も経済対策をはじめ、さまざまな施策を予定して
いますが、現下、最も関心の高い話題はワクチン接種ではな
いでしょうか。
　ワクチンの供給状況は、いまだ全体像が明確にはなってい
ませんが、南あわじ市においても供給があり次第、できるだ
け円滑かつ安全にワクチン接種ができるよう、医師会等との
協力のもと、集団接種会場でのシミュレーションの実施をはじ
め、関係者が知恵を出し合い、準備を進めているところです。
　すでに、65 歳以上の方々には、ワクチン接種のお知らせ、
接種券、当日ご持参いただく予診票（２部）などを同封した
封書を郵送させていただいています。３月から設置している

コールセンターにも多くの問合せがありますので、現状を簡単
に説明させていただきます。
　4 月 16 日には第一弾として、本市にも約 1,000 回分のワク
チンが供給されています。クラスター発生を未然に防ぐため、
高齢者施設入所者から接種を開始させていただいています。
　それに続いて、集団接種を行うこととなります。会場として
は、南あわじ市保健センター、湊地区公民館、中央公民館、
福良地区公民館を予定しています。また、沼島診療所、中
林病院、八木病院、平成病院、翠鳳第一病院、南淡路病
院での個別接種を併せて予定しています。ワクチンの供給状
況もあり、まだ予約受付が可能な状況にはありませんが、受
付が可能になり次第、防災行政無線や、市ホームページ、さ
んさんネットコミュニティチャンネルでのお知らせに加え、予約
の対象となる方々へ個々に予約案内通知を送付させていただ
きます。お待たせして申し訳ありませんが、ご理解をお願いし
ます。ご存じのとおり、今回のワクチンは２回の接種が必要で
す。１回目の接種予約とともに２回目もセットで予約受付をさせ
ていただきます。予約が完了しましたら、予約日時などを記
載した通知が送付されますので、当日は、接種券や予診票、
運転免許証やマイナンバーカード、保険証など本人確認がで
きるものをご持参ください。
　また、集団接種を行うにあたっては、南あわじ市医師会の
医師や看護師の方々の絶大なるご協力をいただいています。
心から感謝申しあげます。
　昨年から続くコロナ禍。市民の皆さんには、ご不便をおか
けする部分も多々あるかと存じます。ワクチン接種が始まった
としても有効性は 100％ではありません。従来からお願いし
ております、３密を避ける、マスクの着用、手指の消毒、不
要不急の外出を避けるなど、引き続き感染予防の徹底にご協
力くださいますようお願い申しあげます。

入学宣誓式を執り行いました
　４月２日、南あわじ志知キャンパスにて 2021 年度入学
宣誓式を執り行いました。昨年度はコロナ禍により残念な
がら中止となりましたが、今年度は新型コロナウイルス感染
症の予防に配慮し、参加者を新入生のみの出席とし、農
学部生 47 人（地域創成農学科 32 人、醸造学科 15 人）
が新たに本学の門をくぐりました。新入生は緊張の中にも、
期待に満ちた表情で式典に臨み、新たな学生生活がスター
トしました。
　南あわじ市民の皆さまにおかれましても、新入生がアル
バイトなど生活の面でお世話になることが多々あると思いま
すが、どうぞご指導のほどよろしくお願いします。
問同大南あわじ志知キャンパス事務室☎ 42-4700 入学宣誓式の様子 農学部新入生
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オンラインでの
相談受付・会議

感染防止対策をとって
モデル演奏会を開催

　新型コロナウイルスの影響を受け、地域で行われてき
たさまざまな住民活動も、感染防止対策の実施や活動方
法の転換が求められました。
　南あわじ市では昨年度、新型コロナウイルス感染拡大
対策を踏まえて新たな発想で地域活動を展開する３団体
をモデル事業者に選定し、活動継続を後押ししました。
　モデル事業者として、ウィズコロナ・ポストコロナ社会
での活動継続をめざした３団体の取り組みを紹介します。

◆今後の活動実施にあたって、モデル事業者の取り組み
を詳しく知りたい人は、紙面に掲載の各団体メールア
ドレスへ問合わせできます。

　密を避けて発表会を開催するため、素浄瑠璃の公
演をインターネットで録画・ライブ配信しました。

入念に準備を行い、オンラインで公演を配信

　引きこもり・不登校に関する個別相談、専門家
や関係者との会議をオンラインで実施しました。

　感染防止対策に工夫を凝らし、モデル演奏会を開
催。演奏風景を収録した DVD は福祉施設や市内中
学校の吹奏楽部に配布します。

▪ 事業の報告
　ソーシャルディスタンスの確保やマスク着用、健
康チェックなどの感染防止対策を行い、令和 2 年
12 月 12 日に市内で公演を開催。会場で 44 人が参
加したほか、オンラインで延べ 210 人が視聴しま
した。
　2 月 14 日には、スタッフ以外は無観客で公演を
開催。演目の合間には、太夫と淡路人形協会の正井
良德理事長の対談もあり、オンラインで延べ 600
人が視聴しました。

▪ 事業の報告
　活動にあたっては、手洗いや検温、定期的な部屋
の換気、出演者やスタッフの感染防止対策を徹底し
ました。また、楽器を演奏する直前までマスクを着
用し、演奏中はついたてや、楽器専用のフェイスシー
ルドを使用しました。
　３月７日には、感染防止対策をとったモデル演奏
会を開催。演奏風景を収録した DVD は、市内中学
校の吹奏楽部や、コロナ以前に慰問演奏していた福
祉施設に順次配布します。

▪ 事業の報告
　引きこもりや不登校についての相談を受付してい
る SODA。モデル事業者となり、パーテーションの
設置やオンラインの活用を行ったことで、個別相談
や専門家らによる会議、セミナー開催などの活動を
継続することができました。
　カウンセラーなどの専門家にとっても、感染防止
のために外部の会議などへの参加が難しい状況でし
たが、オンラインでの参加により、コロナ以前のよ
うにアドバイスを得ることができました。

▪ 成果・今後の展開
　会場の観客を少なくすることで、感染防止対策が
行いやすくなりました。また、ライブ配信にあたっ
ては、リハーサルで音響などの設備の調整を念入り
に行い、緊張感をもって本番に臨みました。
　オンラインで配信したことで、全国に淡路人形浄
瑠璃をＰＲできました。他地域の後継者団体からも
反響があり、交流の幅が広がりました。
　今後は、より良い動画を作るための技術を磨きな
がら、公演の配信を続けていきたいです。

▪ 成果・今後の展開
　コロナ禍では、演奏会の開催方法だけでなく、練
習方法も検討が必要でした。緊急事態宣言の発令中
は夜間の練習場の使用制限があり、練習時間は以前
の約半分となりました。そんな中でも、団員一人ひ
とりが演奏と感染防止対策について考え、演奏会モ
デルの提案ができたと思います。
　今後は、市内中学校の吹奏楽部とのジョイントコ
ンサート開催など、他団体にも取り組みが広がるよ
うに頑張っていきます。

▪ 成果・今後の展開
　活動の継続に取り組むことで「感染が不安で相談
に行けない」といった状況を改善できました。また、
オンラインを活用することで、離れて暮らす島外の
家族からの相談に応じることができたほか、外出が
苦手な人にとっても新しいコミュニティの場とする
ことができました。
　今後も対面やオンラインを併用していくことで、
孤立する人を置き去りにしない活動を広げることが
できるのではないかと感じています。

問（公財）淡路人形協会
　　shiryoukan@city.minamiawaji.hyogo.jp

問認定 NPO 法人
　ソーシャルデザインセンター淡路（SODA）
　　hello@awajisoda.jp

問淡路吹奏楽団
　　info@awasui.net

コロナ禍での地域活動
― モデル事業者の取り組み事例 ―

問市民協働課☎43-5244

モデル事業者の３団体

・（公財）淡路人形協会
  （公演の録画・ライブ配信）

・淡路吹奏楽団
  （感染防止対策モデル演奏会の開催など）

・認定 NPO 法人
  ソーシャルデザインセンター淡路
  （オンラインでの相談受付など）

特集　コロナ禍での地域活動 ー モデル事業者の取り組み事例 ―

素浄瑠璃公演を
録画・ライブ配信

感染防止対策を実施して開催された演奏会

オンラインで感染の不安なく相談を実施
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や
り
を
持
っ
た
対
応
を

　
感
染
し
た
人
や
そ
の
家
族
、
医
療

関
係
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
不
当
な

偏
見
や
差
別
に
つ
な
が
る
こ
と
が
な

い
よ
う
思
い
や
り
を
持
っ
た
対
応
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
南
あ
わ
じ
市
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
関
連

情
報
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
の

中
で
、
伝
統
芸
能
や
文
化
芸
術
の

向
上
や
鑑
賞
機
会
の
充
実
を
図
る

団
体
の
活
動
費
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
団
体　
伝
統
芸
術
の
保
存
と

伝
承
を
目
的
に
活
動
す
る
団
体

対
象
経
費　
感
染
防
止
対
策
を
行

っ
た
上
で
の
公
演
・
発
表
会
の

開
催
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
動

画
配
信
に
必
要
な
経
費

募
集
期
間

　
５
月
６
日（
木
）～
31
日（
月
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

伝統芸能・文化芸術の活動を
支援します

問社会教育課☎ 43-5232
募集

進めよう「住まいの耐震化」 新入生に夜光反射材を寄贈
問建設課☎ 43-5226 問教育総務課☎ 43-5230ひょうご住まいの耐震化促進事業のご案内

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

家
屋
の
倒
壊
・
家
具
の
転
倒
な

ど
に
よ
り
多
く
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
被
害
を

受
け
た
建
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ

れ
た
木
造
住
宅
で
し
た
。

　
い
つ
大
き
な
地
震
が
起
き
て

も
大
丈
夫
な
よ
う
に
、
耐
震
改

修
し
て
住
宅
を
補
強
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
、

下
記
の
「
簡
易
耐
震
診
断
」
を

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
４
月
か
ら
市
内
の
小
中
学
校
に
入

学
す
る
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か

ら
守
ろ
う
と
、
南
あ
わ
じ
交
通
安
全

協
会
（
柳
本
佳
博
会
長
）
か
ら
市
教

委
に
、
夜
光
反
射
材
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。

　

寄
贈
品
は
、
小
学
生
用
に
ラ
ン

ド
セ
ル
や
カ
バ
ン
な
ど
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
「
反
射
御
守
く
ん
」

４
０
０
個
と
、
中
学
生
用
に
自
転
車

の
車
輪
に
付
け
る
「
サ
イ
ク
ル
リ
フ

レ
ク
タ
ー
」
４
２
０
個
。
各
小
中
学

校
を
通
じ
て
、
入
学
し
た
子
ど
も
た

ち
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

住宅耐震化補助

部分型耐震化補助

住宅建替補助

防災ベッド等設置助成

１. 住宅耐震改修計画策定費補助金

１. 簡易耐震改修工事費補助

２. 住宅耐震改修工事費補助金

２. シェルター型工事費補助

３. 屋根軽量化工事費補助

耐震診断・耐震改修計画策定に要する費用

耐力壁の設置、屋根の軽量化、基礎や床面の補強、
耐震改修を行う部屋の内装工事に要する費用

対象住宅への県が認める耐震シェルターの設置
に要する費用

対象住宅の屋根を軽量化する工事に要する費用

耐震性能を改善するための耐震診断、耐震改修
計画策定および耐震改修工事に要する費用

対象住宅の現地建替えに要する費用
（※募集予定数に達し次第、受付終了）

対象住宅への防災ベッド等の設置に要する費用

※各補助内容の詳細および受付状況については
　建設課までお問合せください

◆簡易耐震診断（無料）

「住まいの耐震化」を検討！

建設課にお申込みいただくと、後日
診断員を派遣します。

「次に何をしたら良いの？」について
は、簡易耐震診断を実施した診断員
がお答えします。左の様々な補助メ
ニューをご活用ください。

※対象住宅は昭和56年５月以前に
　着工した住宅

「危険」「やや危険」と診断されたら

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生

が
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

を
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
人

　
大
学（
大
学
院
）、短
大
、高
校
、

専
門
学
校
、専
修
学
校
、各
種

学
校（
学
校
教
育
法
で
規
定
さ

れ
て
い
る
修
業
年
限
が
１
年
以

上
の
課
程
）に
在
学
す
る
学
生

等
で
、学
生
納
付
特
例
を
受
け

よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
の
所

得
が
基
準
以
下
の
人
ま
た
は
失

業
等
の
理
由
が
あ
る
人

所
得
の
目
安

　

１
２
８
万
円
＋（
扶
養
親
族
等

の
数
）×
38
万
円
以
下

申
請
方
法
に
つ
い
て

　
昨
年
度
に
同
制
度
で
保
険
料
納

付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人
で
、
令

和
３
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
人
に
は
、
４
月
始
め
に
ハ
ガ
キ

形
式
の
申
請
書
が
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
同
じ
学
校
に
在
学
す
る
人

は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
か
ら
学
生
と
な
っ
た
人

や
、
学
校
等
に
変
更
（
大
学
か
ら

大
学
院
へ
進
む
場
合
や
短
大
か
ら

４
年
制
大
学
に
編
入
す
る
場
合
等

を
含
む
）
が
あ
る
人
は
、
通
常
の

申
請
書
に
、
在
学
証
明
書
等
を
添

付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
問総合窓口センター☎ 43-5212

お知
らせ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
（
ひ
と
り
親
）
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、
一時
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者　
❶
４
月
分
の
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
対
象
者
❷
公

的
年
金
を
受
け
て
い
る
た
め
児

童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
な
い

人
❸
家
計
が
急
変
し
、
収
入
が

児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
る

水
準
に
下
が
っ
た
人

給
付
額

　
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

低所得の子育て世帯への
特別給付金（ひとり親世帯分）

問子育てゆめるん課☎ 43-5219

お知
らせ

　南あわじ市の子どもの成長を見守っています。
「できた！」の達成感で楽しく学べる。
●お近くの教室をお訪ねください。
広　田 ／ 火 ・ 金　　 榎　列 ／ 月 ・ 木
松　帆 ／ 火 ・ 金 　　　湊 　／ 月 ・ 木
　市　 ／ 火 ・ 木 　　阿　万 ／ 火 ・ 金
賀　集 ／ 月 ・ 木 　　福　良 ／ 月 ・ 木

教室見学 受付中！

詳しくはこちらを！

浅
井
教
育
長
に
夜
光
反
射
材
寄
贈
の
目
録
を

渡
す
柳
本
会
長（
左
）



お知らせ
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松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！ 陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

会計年度任用職員の募集

保育士・認定こども園保育教諭（パート）
1園児の保育およびクラス運営補助等2❶平日３～５日で午前８

時～午後６時のうち２～６時間）、❷平日午前７時～午後７時まで

のうち７時間3普通自動車運転免許、保育士資格4若干名5❶

時給 1,002 円、❷月給 147,316 円（賞与あり）6履歴書に写

真を貼り、資格証等の写しを添えて申込先へ持参または郵送7５

月 14 日（金）まで8子育てゆめるん課☎ 43-5219

埋蔵文化財調査事務所の作業員（パート）
1遺跡発掘現場での図面作成や測量、掘削作業等（雨天等は室内

作業）2平日午前９時～午後４時（期間 :7 月 1 日～ 12 月 28

日）3高校卒業以上、普通自動車運転免許4３人5時給 1,003

円 6履歴書に写真を貼り、資格証等の写しを添えて申込先へ持参

または郵送7５月 21 日（金）まで8埋蔵文化財調査事務所☎

42-3849（南あわじ市神代国衙 1100）

1業務内容2勤務時間3要件
4募集人数5賃金6申込方法
7申込期間8申込先・問合せ
※保険・選考方法等はお問合せください
※任用形態によって併願できない場合があります

※（パート）はパートタイム会計年度任用職員の略

　
女
性
農
業
者
グ
ル
ー
プ
が
農
業
に
関
す
る

取
り
組
み
を
行
う
た
め
の
経
費
を
補
助
し
ま

す
（
１
グ
ル
ー
プ
あ
た
り
の
補
助
金
額
の
上

限
10
万
円
）。

対
象　
市
内
在
住
で
農
業
に
関
わ
り
を
持
つ

女
性
４
人
以
上
で
組
織
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

取
り
組
み
例　

野
菜
等
の
新
品
種
の
導
入

や
新
商
品
の
開
発
、
食
育
・
食
農
活
動
、

視
察
研
修
・
講
演
会
等
の
開
催
、
イ
ベ
ン

ト
へ
の
出
店
な
ど

募
集
期
間　
５
月
６
日
（
木
）
～

※
採
択
額
が
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了

応
募
方
法　
申
請
書
お
よ
び
活
動
計
画
書
な

ど
の
関
係
書
類
を
農
林
振
興
課
へ
提
出

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

農業女子プロジェクト
参加グループの募集

問農林振興課☎ 43-5223
募集

　
市
で
は
、
市
町
村
振
興
宝
く
じ
の
収
益
金

に
よ
る
「
社
会
貢
献
広
報
事
業
」
を
活
用
し
、

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
・
中
央
公
民
館

図
書
室
の
雨
漏
り
を
修
繕
し
ま
し
た
。
併

せ
て
多
目
的
ト
イ
レ
の
自
動
扉
も
修
繕
を
行

い
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
快
適
に
施
設
を

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
等
）
の
収
益
金
は
、

県
内
市
町
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
収
益
金
は
都
道
府
県
別
の

販
売
実
績
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

宝
く
じ
を
購
入
す
る
と
き
は
、
ぜ
ひ
県
内
の

宝
く
じ
売
り
場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

市町村振興宝くじの収益金を活用
淡路人形浄瑠璃資料館・中央公民館図書室の雨漏り修繕

問中央公民館図書室☎ 43-5037

❶雨漏りを修繕した淡路人形浄瑠璃資料館・中央公民館図書室
❷自動扉を修繕した多目的トイレ

お知
らせ

寄付ありがとうございます
　淡路アグリファーム株式会社

（広田）より、金 10 万円を寄付

いただきました。

　鳥獣対策のため有効に活用さ

せていただきます。

60歳以上の皆さまへ
あなたの力を必要としている人がいます！

気分転換や
運動になる

・

・生活に張りが
出る

絵本の読み聞かせ おもちゃの消毒作業

高
齢
者
等
元
気
活
躍
推
進
事
業

「
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
新
規
活
動
者
募
集
の
た
め
の
個
別
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
制
度
に
興
味
が
あ
る

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た
い

人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
５
月
18
日
（
火
）

　
午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所　
市
役
所
第
２
別
館
第
５
会
議
室

◆
市
役
所
本
館
３
階
の
生
涯
活
躍
推
進
室

で
も
随
時
相
談
受
付
や
説
明
を
行
っ
て

い
ま
す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
市
民
協
働
課
生
涯
活
躍
推
進
室

　
☎
43
・
５
２
４
４

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

促
進
の
た
め
、
地
方
公
共
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
か
ら
75
歳

未
満
の
未
取
得
の
人
へ
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
付
交
付
申
請
書
が
再
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
が
ま
だ
の
人
は
、
次
の
方

法
で
簡
単
に
申
請
で
き
ま
す
の

で
、こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

申
請
方
法

❶
ス
マ
―
ト
フ
ォ
ン
で
申
請

　
再
送
付
さ
れ
た
申
請
書
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請

❷
郵
便
で
申
請

　

申
請
書
に
写
真
を
貼
り
付

け
、
同
封
の
送
付
用
封
筒
で

郵
送

❸
市
役
所
で
申
請

　
市
役
所
本
館
１
階
に
あ
る
特

設
ブ
ー
ス
で
申
請
を
お
手
伝

い
し
ま
す
。
写
真
撮
影
も
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
必
要
書
類　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド
・
免
許
証
等
本

人
確
認
書
類
（
２
点
）

マイナンバーカードの
申請はお済みですか？

問総合窓口センター☎43-5212

お知
らせ

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

や
、
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
児
童
…
18
歳
に
な
っ
て
最
初
の
年

度
末
ま
で
の
人
（ 一 

定
の
障
害
が

あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
の
人
）

手
当
額　

全
部
支
給
の
場

合
は
、
児
童
１
人
：
月
額

４
万
３
１
６
０
円
、
児
童
２

人
：
月
額
５
万
３
３
５
０
円

※
所
得
に
応
じ
て
手
当
額
が
変

わ
り
、
所
得
制
限
を
超
え
る

と
支
給
停
止
と
な
り
ま
す

障害者手帳をお持ちの人へ
～児童扶養手当について～

問子育てゆめるん課☎ 43-5219

お知
らせ

※
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
は
、
手
当
の
全

部
ま
た
は
一部
が
支
給
さ
れ

な
く
な
り
ま
す

支
給
月　
１
月
、
３
月
、
５
月
、

７
月
、
９
月
、
11
月

申
請
方
法　
申
請
者
本
人
が
、

子
育
て
ゆ
め
る
ん
課
で
お
手

続
き
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

人
に
は
、
４
月
に
案
内
を
発

送
し
て
い
ま
す

申
請
期
限　
８
月
31
日
（
火
）

※
期
限
を
過
ぎ
て
申
請
し
た
場

合
は
、
申
請
の
翌
月
か
ら
の

支
給
と
な
り
ま
す

❶❷
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入会説明会のご案内
日時　❶ 5 月 12 日（水）午後 1 時 30 分～
　　　❷ 5 月 26 日（水）午後 1 時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター（旧緑庁舎）2 階
内容　シルバー人材センターの仕組み、活動内容、働き方
　　　などについて説明します。

60 歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか ?

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎）1階

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい
○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

　
５
月
２
日
（
日
）
に
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
「
２
０
２
１
年

南
あ
わ
じ
市
成
人
式
」
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
延
期
後
の
式
典
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
１
月
の
連
休
中

の
開
催
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
日

程
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
紙
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
改
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
情
報

を
更
新
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い

　
11
年
前
の
わ
ん
ぱ
く
塾
で
文
化

体
育
館
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋

め
た
人
を
探
し
て
い
ま
す
。
当
時

の
名
簿
が
な
く
、
参
加
者
を
把
握

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
人

は
、
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
い

た
だ
く
か
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
取
っ
て
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
平
成
12
年
４
月
２
日
～

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
で
、
11
年
前
の
わ
ん
ぱ
く
塾

で
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
を
埋
め
た
人

お知
らせ

お知
らせ

2021年南あわじ市成人式の延期タイムカプセルを埋めた人を
探しています 問社会教育課☎ 43-5232問社会教育課☎ 43-5232

　
身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
人
の

た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
等
は
一

定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
申
請
に
よ

り
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車

は
、
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
台
で

す
。
普
通
自
動
車
の
減
免
を
受
け

る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

※
普
通
自
動
車
の
減
免
を
申
請
す
る

人
は
、
洲
本
県
税
事
務
所
（
☎

26
・
２
０
３
２
）
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

新
規
で
減
免
申
請
す
る
人

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　
❶
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
❷
車
検
証

❸
運
転
者
の
運
転
免
許
証

▽
提
出
先　
税
務
課

▽
提
出
期
限　
5
月
31
日
（
月
）

昨
年
度
に
減
免
を
受
け
た
人

　
申
請
内
容
に
変
更
が
な
け
れ
ば
郵

送
し
て
い
る
「
継
続
用
申
請
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
返
送
ま

た
は
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
昨
年
度
と
異
な
る
場
合
は
新
規
の

手
続
き
が
必
要
で
す

障がいのある人に
軽自動車税を減免します

問税務課☎ 43-5213

お知
らせ

市税の口座振替
登録キャンペーン

問税務課☎ 43-5213

お知
らせ

　
新
規
で
市
税
の
口
座
振
替
依
頼
書

を
提
出
し
た
人
に
、
市
指
定
ご
み

袋
（
大
小
１
枚
ず
つ
）
を
進
呈
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ

さ
い
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　

５
月
６
日

（
木
）
～
令
和
４
年
３
月
31
日

（
木
）
ま
で
の
平
日

※
先
着
５
０
０
人
ま
で
。
在
庫
が
な

く
な
り
次
第
終
了

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
と
な
る
市
税　

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固
定

資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
（
普

通
徴
収
）

申
込
方
法　
市
役
所
本
館
１
階
で
口

座
振
替
依
頼
書
を
提
出

持
参
い
た
だ
く
も
の　
通
帳
、
金
融

機
関
届
出
印

※
対
象
と
な
る
市
税
の
納
税
義
務
者

ご
と
に
、
市
指
定
ご
み
袋
1
セ
ッ

ト
（
大
小
1
枚
ず
つ
）
の
進
呈
と

な
り
ま
す

※
す
で
に
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い

る
人
、
市
税
の
滞
納
が
あ
る
人
、

対
象
と
な
る
市
税
に
お
い
て
令
和

３
年
度
の
課
税
が
な
い
人
、
今
後

課
税
見
込
み
の
な
い
人
は
対
象
外

で
す

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

　
納
期
限
は
、
５
月
31
日
（
月
）

　
お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、

県
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
（
全
国
の
店
舗
）、
ペ
イ
ジ
ー
対

応
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
県
税
事
務
所
で
納
税

で
き
ま
す
。
ま
た
、
窓
口
以
外
で

は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
使
っ
て
納

付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
納
税
方
法
の
詳
細
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

自動車税の納期限
問洲本県税事務所☎ 26-2032

案内

軽自動車税・・・・・・・・【全　期】
（種　別　割） 　 　  　　　　　　　　

固定資産税・・・・・・・・【 1 期】

※納付が困難な場合は、ご相談ください

問税務課☎43-5213

今月の納期限は５月31日（月）

お知
らせ

５月24日（月）

　

「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
」
が
５
月
24
日

（
月
）
、
西
淡
中
学
校
前
を
ス
タ
ー

ト
、
慶
野
松
原
瓦
舞
台
を
ゴ
ー
ル
と

し
て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

交
通
規
制
に
つ
い
て

　
当
日
は
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま

す
（
左
図
参
照
）
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

聖
火
リ
レ
ー
の
視
聴

　
聖
火
リ
レ
ー
の
様
子
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
特
設
サ
イ
ト
（https://sports.

nhk.or.jp/olym
pic/torch/

）
で
ラ

イ
ブ
中
継
さ
れ
ま
す
。
沿
道
の
密
集

を
避
け
る
た
め
に
、
観
覧
を
控
え
、

ラ
イ
ブ
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

東京２０２０オリンピック聖火リレーのお知らせ
問聖火リレー南あわじ市実行委員会事務局（体育青少年課内）☎ 43-5234 市ホームページ

松帆

西淡中学校

慶野
松原荘

慶野松原
瓦舞台

西淡社教
センター

※
関
連
情
報
は
、
５
月
10
日
（
月
）
頃

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内

し
ま
す

ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
禁
止

　
ル
ー
ト
と
そ
の
周
辺
は
ド
ロ
ー
ン

の
飛
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ら
ん
・
ら
ん
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

　
リ
レ
ー
当
日
、
北
循
環
線
（
ゆ
め

る
ん
号
）
松
帆
ル
ー
ト
３
便
は
、
次

の
停
留
所
（
時
刻
）
に
は
停
ま
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
西
原
集
会
所
前
（
11
時
44
分
）

・
社
教
セ
ン
タ
ー
（
11
時
45
分
）

・
慶
野
松
原
（
11
時
46
分
）

・
西
口
医
院
前
（
11
時
47
分
）

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

県
道
31
号
線

至 

洲
本

至 

湊

規制時間
11：30～ 12：20頃
規制区域
聖火リレールート

スタート
12：00

ゴール
12：32

アリスホームドクター
南あわじ市北阿万筒井76-1

温かくなる春・夏はしろ
あり・羽アリの活動が活
発になり、最も被害が発
生しやすくなる時期です。
早めに点検を行い被害を
予防しましょう。☎0799-55-0800

※お気軽にお問合せ下さい。

淡路島のシロアリ防除・害虫駆除専門店

全島対応
いたします
全島対応
いたします

しろあり被害・拡大中!!

調査・
見積無料！
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件
付
単
身
可
、
平
成
11
年
度
建

築
。
家
賃
月
額
１
万
９
５
０
０

円
～
３
万
８
３
０
０
円
（
共
益

費
別
途
）、
駐
車
料
金
１
台
に

つ
き
月
額
２
５
０
０
円

▽
し
づ
お
り
団
地（
倭
文
）

　

１
戸
、１
０
５
号
、３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、単

身
不
可
、平
成
10
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
２
万
２
０
０
０
円
～

４
万
３
１
０
０
円（
共
益
費
別

途
）、駐
車
料
金
１
台
に
つ
き
月

額
２
５
０
０
円

▽
福
良
住
宅（
福
良
）

　

１
戸
、３
０
５
号
、２
Ｄ
Ｋ
、条
件

付
単
身
可
、平
成
24
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
１
万
９
７
０
０
円
～

３
万
８
７
０
０
円（
共
益
費
別

途
）、駐
車
料
金
１
台
に
つ
き

月
額
２
５
０
０
円（
屋
根
付
き

５
０
０
０
円
）

▽
さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

２
戸
、し
だ
れ
棟
４
‐
３
号
・お
お

や
ま
棟
２
‐
３
号
、３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、平
成
10
・
11
年
度

建
築
。家
賃
月
額
２
万
５
５
０
０

円
～
５
万
５
０
０
円（
共
益
費
別

す
へ
の
つ
な
ぎ
込
み
が

　

１
年
以
内
３
万
２
４
０
円

　

２
年
以
内
１
万
５
１
２
０
円

　

３
年
以
内
７
５
６
０
円

※
下
水
道
整
備
が
完
了
し
た
地
域

に
お
住
ま
い
の
人
は
、早
期
接
続

を
お
願
い
し
ま
す

問
下
水
道
課
☎
43
・
５
２
２
８

児
童
福
祉
週
間

「
あ
た
た
か
い 

こ
と
ば
が
つ
な
ぐ

こ
こ
ろ
の
わ
」

　

毎
年
５
月
５
日
の「
こ
ど
も
の

日
」か
ら
１
週
間
は「
児
童
福
祉
週

間
」で
す
。家
庭
で
の
親
子
の
ふ
れ

あ
い
や
地
域
で
の
子
ど
も
の
健
全

育
成
、児
童
虐
待
問
題
な
ど
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
・
家
庭
に
関
す
る
相
談

は
、家
庭
児
童
相
談
室
で
受
付
し
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
家
庭
児
童
相
談
室
☎
43
・
５
２
３
９

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
に

ご
協
力
を
！

　

中
学
２
年
生
が
、実
社
会
に
飛

び
込
み
、さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
や
体

験
を
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
・

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
日
程

　

❶
三
原
中
学
校

　
　

５
月
17
日（
月
）～
21
日（
金
）

　

❷
南
淡
中
・
沼
島
中
学
校

　
　

５
月
24
日（
月
）～
28
日（
金
）

情
報
瓦
ば
ん

商
店
街
等
商
品
券
事
業
の
新

規
参
加
者
募
集

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
消
費
落
ち
込
み
回
復
の
た
め

の
商
品
券
事
業
新
規
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

事
業
団
体
の
立
ち
上

げ
、運
営
が
で
き
る
市
内
事
業
者

（
大
規
模
小
売
業
者
を
除
く
）

▽
申
込
期
限　

５
月
10
日（
月
）

※
市
内
商
店
街
・
小
売
市
場
の
会

員
、商
工
会
員
に
は
、各
団
体
か

ら
案
内
済
み
で
す

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
市
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層
（
新
婚
世
帯
、
義
務
教

育
終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯

等
は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
宮
川
団
地（
広
田
）

　
１
戸
、
３
０
１
号
、
２
Ｄ
Ｋ
、
条

途
）、駐
車
料
金
１
台
に
つ
き
月

額
２
５
０
０
円

◇
受
付
期
間　

５
月
６
日
（
木
）

～
17
日
（
月
）
ま
で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
公
開
抽
選
日　

５
月
26
日
（
水
）

市
役
所
本
館
１
階

問
建
設
課
☎
43
・
５
２
２
６

２
０
２
２
年
南
あ
わ
じ
市

成
人
式
実
行
委
員
の
募
集

　

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
あ
な

た
。
一
度
し
か
な
い
成
人
式
を
自

分
た
ち
の
手
で
作
り
上
げ
て
み
ま

せ
ん
か
。
実
行
委
員
と
し
て
成
人

式
に
関
わ
る
こ
と
で
、
よ
り
印
象

深
い
成
人
式
に
な
る
こ
と
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
内
容　

企
画
考
案
、恩
師
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
作
成
な
ど

▽
対
象　

南
あ
わ
じ
市
で
成
人
式

を
迎
え
る
平
成
13
年
4
月
2
日

～
平
成
14
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
人

▽
応
募
方
法　

応
募
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
込
み

問
社
会
教
育
課

　

☎
43
・
５
２
３
２

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

女
性
団
員
募
集

　

市
消
防
団
で
は
、
女
性
消
防
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
女
性
団

員
は
、
な
で
し
こ
分
団
に
所
属
し
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
生
か

し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▽
主
な
活
動　

火
災
予
防
の
啓

発
、救
命
講
習
会
、防
災
指
導
、

消
防
団
行
事
へ
の
参
加
な
ど

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
す
る
18
歳
以
上
の
健
康
な

女
性

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

地
域
女
性
団
体
活
動

補
助
事
業
の
募
集

　

市
内
の
女
性
団
体
が
自
主
的
に

実
践
す
る
事
業
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
事
業　

環
境
美
化

活
動
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進

事
業
、
防
犯
・
防
災
・
交
通

安
全
事
業
、
子
ど
も
・
青
少
年

の
健
全
育
成
事
業
、
高
齢
者
の

見
守
り
、
歴
史
文
化
の
継
承
、

地
域
住
民
の
交
流
促
進
な
ど

▽
補
助
金
額　

団
体
を
構
成
す

る
単
位
自
治
会
の
世
帯
数
×

１
５
０
円
以
内

※
申
請
方
法
等
、詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

兵
庫
県
身
体
障
害
者
補
助
犬

貸
付
希
望
者
の
募
集

　

兵
庫
県
で
は
身
体
障
害
の
あ
る

人
に
、
自
立
お
よ
び
社
会
参
加
の

促
進
を
図
る
事
を
目
的
と
し
て
身

体
障
害
者
補
助
犬
の
貸
付
事
業
を

心
を
持
つ
少
年
少
女
の
育
成
を

目
的
と
し
た
事
業
を
実
施
す
る
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
事
業
費
の
補
助
を

行
い
ま
す
。

▽
対
象
事
業　

申
請
す
る
ス
ポ
ー

ツ
団
体
が
主
催
す
る
教
室
・
講

習
会
、
活
動
環
境
整
備
等

▽
補
助
金
額　

事
業
対
象
経
費
の

補
助
率
上
限
50
％
も
し
く
は
上

限
20
万
円
（
合
宿
は
30
万
円
）

▽
申
込
期
限　

５
月
31
日
（
月
）

　

必
着

問
体
育
青
少
年
課
☎
43
・
５
２
３
４

人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り

賞
の
募
集

　

ま
ち
な
み
や
建
築
物
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
進
め
て
い
る
団
体
や

個
人
を
対
象
に
募
集
し
ま
す
。

▽
賞
の
部
門　

ま
ち
な
み
建
築
部

門
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門
、

花
緑
部
門

※
応
募
方
法
は
、
兵
庫
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▽
応
募
期
限　

６
月
４
日
（
金
）

問
兵
庫
県
都
市
政
策
課

　

☎
０
７
８
・
３
４
１
・
７
７
１
１

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等
の

受
講
者
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

５
０
０
円
（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円
（
市
内
）

▽
定
員　

６
人
（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間　

約
１
時
間

▽
日
時　

５
月
９
日（
日
）の
午

前
10
時
と
午
後
２
時
か
ら
、26

日（
水
）の
午
後
６
時
30
分
と
７

時
30
分
か
ら

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来

屋や

出
荷
者
の
募
集

　

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
生

鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
淡
路
島
内
外
の
人
に
自

慢
の
出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ

じ
市
（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
美
菜
恋
来
屋
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
電
話
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
試
験
の
実
施

▽
試
験
実
施
日
時　

５
月
19
日

（
水
）午
前
11
時
ご
ろ

▽
放
送
内
容　
「
こ
れ
は
、Ｊ
ア

ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」×
３

回
、 「
こ
ち
ら
は
、ぼ
う
さ
い
南

あ
わ
じ
市
で
す
」

※
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
、戸
別
受
信
機

か
ら
緊
急
放
送
が
流
れ
ま
す
。

実
際
の
災
害
と
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
、ご
注
意
く
だ
さ
い

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

県
実
施
フ
ェニ
ッ
ク
ス
共
済（
住

宅
再
建
共
済
)
の
出
前
受
付

　

年
間
最
大
６
５
０
０
円
の
掛
金

で
、す
べ
て
の
自
然
災
害
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

▽
日
時　

❶
５
月
７
日（
金
）午
前

９
時
～
正
午
❷
５
月
28
日（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

❶
市
役
所
本
館
１
階
❷

伊
加
利
地
区
公
民
館

※
申
込
み
に
は
、銀
行
の
届
出
印

お
よ
び
口
座
番
号
が
必
要（
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
可
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

下
水
道
区
域
「
八
木
」「
市
」

で
拡
大

◆
区
域
の
拡
大

　

八
木
・
榎
列
処
理
区
の
養
宜
上
、

寺
内
、市
小
井
の一
部
区
域
で
下
水

道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

◆
下
水
道
受
益
者
負
担
金

　

公
共
ま
す
を
設
置
し
た
家
庭
に

は
、８
月
に
下
水
道
受
益
者
負
担

金
を
ご
案
内
し
ま
す
。８
月
末
ま

で
に
一
括
納
付
の
場
合
は
負
担
金

が
20
％
引
き
に
な
り
ま
す
。

◆
早
期
接
続
に
奨
励
金
交
付

　

下
水
道
の
供
用
開
始
後
公
共
ま

募
　
集

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
行
事
の
中
止
や
施

設
の
休
館
な
ど
、
掲
載
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

❸
西
淡
中
・
広
田
中
学
校

　
　

９
月
６
日（
月
）～
10
日（
金
）

問
学
校
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
１

行
政
相
談
委
員
の
委
嘱

　

総
務
大
臣
か
ら
次
の
３
人
が
４

月
１
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
２
年
間
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
行
政
に
関
す
る
苦

情
や
相
談
を
広
く
聞
き
、
相
談
者

へ
の
助
言
や
関
係
機
関
に
対
す
る

通
知
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

•
髙
田
末
子
さ
ん
（
倭
文
）

•
高
川
欣
士
さ
ん
（
潮
美
台
）

•
藤
本
政
春
さ
ん
（
松
帆
）

※
市
で
は
、行
政
相
談
所
を
奇
数

月
に
開
設
し
て
い
ま
す
。相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

有
害
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い

た
め
に

　

近
所
で
目
撃
が
増
え
て
い
る
場

合
、シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
と
っ
て
エ
サ

と
な
る
も
の
が
周
辺
に
あ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。次
の
点
に
注
意
し
、身
近

な
環
境
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

•
野
菜
の
残
さ
は
正
し
く
処
理
す
る

•
放
置
果
樹
を
作
ら
な
い

•
生
ご
み
は
指
定
収
集
日
に
出
す

　

目
撃
し
た
場
合
は
、近
づ
か
ず
、

興
奮
さ
せ
な
い
よ
う
に
静
か
に
見

え
な
い
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
２
２
３

行
っ
て
い
ま
す
。

　

所
定
の
訓
練
を
受
け
、
補
助
犬

を
適
切
に
利
用
で
き
る
と
認
め
ら

れ
る
人
な
ど
の
貸
付
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
人
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
対
象
者　

盲
導
犬
、介
助

犬
、聴
導
犬
の
貸
付
希
望
者
３
名

▽
申
請
期
限　

５
月
11
日（
火
）

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

姉
妹
都
市
・
友
好
市
町
と
の

交
流
派
遣
団
体
募
集

　

国
内
の
姉
妹
都
市
・
友
好
市
町

と
の
友
好
親
善
を
通
じ
て
相
互
理

解
を
深
め
る
た
め
、
交
流
事
業
を

実
施
す
る
団
体
に
派
遣
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

▽
対
象
団
体　

所
在
地
お
よ
び
活

動
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、
小
学

就
学
年
齢
以
上
の
市
民
５
人
以

上
で
構
成
さ
れ
る
団
体

▽
対
象
と
な
る
派
遣
市
町　

新
ひ

だ
か
町（
北
海
道
）、平
取
町（
北

海
道
）、
葛
巻
町
（
岩
手
県
）、

大
野
市
（
福
井
県
）、糸
魚
川
市

（
新
潟
県
）

▽
対
象
と
な
る
派
遣
時
期　

令
和

４
年
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

▽
申
込
締
切　

５
月
31
日（
月
）　

問
総
務
課
秘
書
室
☎
43
・
５
０
０
１

少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
育
成
補

助
事
業
の
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
豊
か
な

お
知
ら
せ
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の
心
配
ご
と
の
相
談
な
ど

▽
日
程　

❶
５
月
６
日（
木
）❷
５

月
12
日（
水
）❸
５
月
21
日（
金
）

❹
５
月
28
日（
金
）

▽
時
間　

❶
～
❹
共
通　

午
前
10

時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

❶
広
田
地
区
公
民
館
❷

松
帆
地
区
公
民
館
❸
榎
列
公

民
館
❹
賀
集
地
区
公
民
館

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
43
・
５
２
３
７

空
き
家
バ
ン
ク
の
休
日
相
談

▽
内
容　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
・
利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時　

５
月
15
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
申
込
締
切　

５
月
７
日（
金
）午

後
５
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可
。平
日
も
相

談
可

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

　

☎
42
・
５
１
１
５

滝
川
記
念
美
術
館　
玉
青
館

◆
松
帆
銅
鐸
展
示
室
企
画
展

　
「
国
生
み
神
話
と
矛
」
展

▽
期
間　

７
月
25
日（
日
）ま
で

◆
ど
う
た
く
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　

松
帆
銅
鐸
に
ち
な
ん
だ
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程
／
内
容

❶
５
月
４
日（
火
・
祝
）／
ミ
ニ
チ
ュ

ア
ど
う
た
く
鋳
造
体
験

❷
５
月
８
日（
土
）／
ど
う
た
く
デ

コ
レ
ー
シ
ョン
作
り

❸
５
月
9
日（
日
）／
オ
リ
ジ
ナ
ル

布
小
物
作
り

▽
参
加
費　

❶
❷
５
０
０
円
❸

２
０
０
円
～

❶
～
❸
共
通

▽
所
要
時
間　

約
１
時
間

▽
受
付
時
間　

午
前
10
時
～
午
後

３
時
30
分

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

阿
波
踊
り
体
操

◆
第
１
３
２
回
講
習
会

▽
日
時　

５
月
１
日（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

◆
第
１
０
４
回
・
第
１
０
５
回
講
座

▽
日
時　

５
月
13
日（
木
）、27
日

（
木
）午
後
１
時
30
分
～
２
時

30
分

1819

市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談（１人20分）
◆日時　11日（火）・27日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244（予約必要）

若者就労相談
◆対象　仕事に就いていない15～49歳ま
　での働く事に悩みをもつ若者とその家族
◆日時　26日（水）
　❶13：00～❷14：00～❸15：00～
◆場所　市役所本館２階相談室
問あかし若者サポートステーション
　☎078-915-0677（予約必要）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　26日（水）13:30～15:30
◆場所　洲本総合庁舎
◆申込　角建設計☎22-7705（予約必要）

ひとり親家庭相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5219

家庭児童相談
◆内容　子育て・不登校・いじめなどの相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5239

妊娠・出産・子育て相談
◆日時　 ❶平日の8：30～17：15
　　　　❷平日の9：00～16：00
◆相談　❶健康課☎43-5218
　　　　　子育てゆめるん課☎43-5219
　　　　❷子育て学習・支援センター
　　　　　☎42-7703

教育相談窓口
◆日時　10日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎１階会議室
問教育相談窓口☎22-4152（予約必要）

農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　21日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

特設人権相談所の開設
　６月１日の「人権擁護委員の日」にあわ
せ、特設人権相談所を開設します。人権擁
護委員が人権に関する悩みごとや相談を
受けます。
◆日時　６月１日（火）午後１時～４時
◆場所　広田地区公民館、湊地区公民

館、福良地区公民館
問市民協働課☎43-5244

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
兵
庫
県
・

南
あ
わ
じ
市
で
は
、「
経
済
セ
ン
サ
ス

‐
活
動
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

　

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
が

対
象
で
、調
査
票
は
５
月
中
旬
か

ら
調
査
員
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け

し
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
回

答
で
き
ま
す
。

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
終
了

　
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
は
４
月
末

を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
市
消
費
者
協
会
事
務
局
（
市
民

協
働
課
内
）
☎
43
・
５
２
４
４

保
護
猫
の
譲
渡
会

▽
日
時
　
５
月
30
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▽
場
所　
洲
本
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

※
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
同
時
開
催

問
ハ
ピ
ニ
ャ
ン　

w
an.love.nyan

@
gm

ail.com

お
見
合
い
体
験
大
作
戦

　

お
見
合
い
さ
な
が
ら
の
雰
囲
気

で
婚
活
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
踊
り
体
操
振
興
協
会

　
（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

第
２
０
４
回
神
代
天
体
観
測
会

「
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

５
月
16
日
（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
小
学
校

※
保
護
者
同
伴
。天
候
不
良
時
は

神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容　

職
業
相
談
お
よ
び
職
業

紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

▽
日
時　

５
月
16
日（
日
） 

午
後

１
時
～
５
時
の
間（
要
予
約
）

※
１
組
30
分
～
１
時
間
程
度

▽
場
所　

慶
野
松
原
荘

▽
費
用　

男
性
１
０
０
０
円
、女

性
無
料

▽
対
象
者　

独
身
男
女

▽
申
込
締
切　

５
月
11
日（
火
）

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

❶
心
と
体
に
優
し
い
健
康
体
操
講

座
（
要
予
約
・
無
料
）

▽
日
時　

５
月
22
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
内
容　

リ
ン
パ
ス
ト
レ
ッ
チ
で
元

気
ア
ッ
プ

▽
持
ち
物　
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル

可
）、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

▽
定
員　

15
人

❷
加
賀
ゆ
び
ぬ
き
ペ
ン
ダ
ン
ト
講
座

▽
日
時　

５
月
22
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▽
内
容　

好
き
な
色
の
絹
糸
で
伝

統
的
な
模
様
の
ゆ
び
ぬ
き
作
り

▽
材
料
費　

１
４
０
０
円

▽
持
ち
物　

糸
切
バ
サ
ミ

▽
定
員　

10
人

❶
・
❷
共
通

▽
申
込
締
切　

５
月
15
日（
土
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

淡
路
花
博
20
周
年
記
念

花
み
ど
り
フ
ェ
ア
開
催
中

　

花
緑
や
歴
史
・
文
化
、
食
に
関

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

５
月
11
日（
火
）、25
日

（
火
）午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

生
活
困
窮
者
の
相
談
事
業

▽
対
象
者　

市
内
在
住
で
経
済
的

な
問
題
な
ど
で
生
活
に
お
困
り

の
人（
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
は
除
く
） 

▽
事
業
内
容

❶
自
立
相
談
支
援
事
業

　

専
門
の
相
談
員
が
相
談
を
受
け

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か

を
相
談
者
と 

一 

緒
に
考
え
、
具
体

的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

❷
住
居
確
保
給
付
金

　

離
職
（
２
年
以
内
）
な
ど
に
よ

り
住
居
を
失
っ
た
人
、
ま
た
は
失

す
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
淡
路
島

内
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。

▽
期
間　

春
期
＝
５
月
30
日（
日
）ま

で
、秋
期
＝
９
月
18
日（
土
）～
10

月
31
日（
日
）

※
詳
し
く
は「
花
み
ど
り
フ
ェ
ア
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
淡
路
花
博
20
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
７
９
９
・
73
・
６
０
６
１

里
山
基
地
の
活
動（
要
申
込
）

▽
日
程　

５
月
16
日
（
日
）

▽
内
容　

サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
、
葉

採
集
、
葉
餅
づ
く
り

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　

☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

第
20
回
あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ

ー
デ
ン
開
催

▽
日
程　
５
月
15
日（
土
）、16
日（
日
）

▽
市
内
開
催
場
所　

花
時
計
、き

っ
こ
う
ガ
ー
デ
ン
、マ
イ
マ
ー
ト

寮
の
ガ
ー
デ
ン（
５
月
16
日（
日
）

の
み
）、風
の
通
る
庭
、Ｇａ
ｒ
ｄ

ｅ
ｎ
東
谷
、ジ
ョ
イ
ポ
ー
ト
の
花

壇
、西

　一　

花
と
緑
、地
域
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
楽
市
楽
座
、里
山
基
地
エ

ル
フ
ガ
ー
デ
ン
、ボ
タ
ニ
カ
ル
ガ
ー

デ
ン
、そ
ら
い
ろ
ガ
ー
デ
ン
Ｙ
ａ

ｂ
ｕ
、Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
庭
、海
と
山
と

空
の
コ
ラ
ボ
、プ
レ
ス
ガ
ー
デ
ン
、

メ
ル
ヘ
ン
ガ
ー
デ
ン
、ｏ
ｏ
ｈ
ｌ
ａ

ｌ
ａ
ガ
ー
デ
ン
、Ｓｍ
ｉ
ｃ
ｃ
ｏ
ガ

ー
デ
ン
、増
田
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
、

う
恐
れ
の
高
い
人
に
就
職
に
向
け

た
活
動
等
を
条
件
と
し
て 

一 

定
期

間
、家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の

移
動
相
談

▽
日
時
　
５
月
12
日
（
水
）

　

午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所　

福
良
地
区
公
民
館

問
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
・
３
８
５
０
F　

26
・
１
１
７
５

行
政
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

行
政
相
談
委
員
に
よ
る

相
談

▽
日
時
　
５
月
13
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

高
齢
者
の
出
張
相
談
窓
口

▽
内
容　

高
齢
者
の
在
宅
生
活
で

Ｌ
・フ
ル
ー
ル

問
同
実
行
委
員
会（
武
田
）

　

☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

淡
路
人
形
座（
５
月
公
演
）

◆
淡
路
花
博
20
周
年
記
念

　
花
み
ど
り
フ
ェ
ア
関
連
イ
ベ
ン
ト

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
再
生

▽
内
容　
「
人
形
解
説
」、新
演
目

「
戎
舞
＋プ
ラ
ス」（
清
川
あ
さ
み
氏
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
、い
と
う
せ
い
こ
う
氏

脚
本
）

◆
５
月
の
休
館
日　
12
日（
水
）、

19
日（
水
）、26
日（
水
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
「
淡
路
人
形
の
主
役
た
ち
」

◆
第
29
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間　

５
月
９
日（
日
）ま
で

◆
土
文
芸 

淡
路
雑
俳
展（
淡
路

雅
交
会
）

▽
期
間　

５
月
13
日（
木
）～
７
月

25
日（
日
）

◆
発
足
50
周
年
３
団
体
合
同
展

▽
内
容　

発
足
50
周
年
を
迎
え
る

市
小
学
校
郷
土
文
化
部
、福
井

子
供
会
人
形
浄
瑠
璃
部
、淡
路

人
形
浄
瑠
璃
青
年
研
究
会
の
発

足
か
ら
の
歩
み
を
展
示

▽
期
間　

９
月
12
日（
日
）ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

文
化
・
ま
な
び

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
窓
口

日
時
　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
市
役
所
本
館
２
階

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
０
９
９

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心

お
試
し
商
品
を
注
文
し
た
つ
も
り
が
…

【
事
例
】

　「
お
試
し
○
○
円
」
の
商
品
を
注

文
し
た
。
実
は
４
回
の
定
期
購
入
契

約
に
な
っ
て
い
た
。

【
注
意
点
】

◆
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
込

み
前
に
、
購
入
・
解
約
の
条
件
、

返
品
期
限
な
ど
を
定
め
た
特
約
の

有
無
・
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
定
期
購
入
を
条
件
に
「
初
回
」「
モ

ニ
タ
ー
」「
お
試
し
」
と
し
て
１

回
目
を
安
価
に
購
入
で
き
る
契
約

が
増
え
て
い
ま
す
。
２
回
目
以
降

が
高
額
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

５月の無料相談 催
　
し

相
　
談

お
知
ら
せ
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全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
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※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間分
の番組内容が表示され
ます。また、録画機で簡単
予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

※市のホームページでも
番組表を確認いただけま
す

EPG（電子番組表）

問広報情報課映像制作係
☎43-2345さんさんネット

コミュニティチャンネル
５月番組の見どころ

６日（木）、10 日（月）、17 日（月）、
24 日（月）、31 日（月）
28 日 ( 金 ) 月末整理日

５月の休館日
問市立図書館☎53-0234　
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　※広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで

みんなの図書館
今月のおすすめ本

南あわじ市図書館
ホームページ
二次元コード

　遠くから眺めると、それは
お城のようでした。けれども、
屋根には目玉、窓からは毛む
くじゃらの手、ひづめのつい
た長い足もあります。みんな
はそれを怪物園とよびまし
た。怪物園は、たくさんの怪物
たちをのせて、長い旅を続け
ていました。ある夜、怪物園が
眠ったすきに、外の世界へと
抜けだした怪物たちは、街ま
でやってくると、通りを行進し
はじめました。

怪物園

　インド、ミャンマー、バング
ラデシュなどで出会ったの
は、日々を笑顔で暮らす人た
ち。そこには鮮やかな色が満
ちていた。小さな村を旅して
まわり、そこで暮らす人々と
ふれあい、地に足の着いた
日々を鮮烈に切り取った写
真の数々。日経ナショナルジ
オグラフィック写真賞グラン
プリを受賞したカメラマンに
よる、待望の写真集。

NHK 「FACES」プロジェクト／著
（KADOKAWA）

　アフリカの草原に友達がほ
しいと思っているキリンがい
ました。ある日、キリンは「地平
線のむこうにいる動物」宛に
手紙を書き、ペリカンに届け
てもらいます。受け取ったの
はクジラ島のペンギン。お互
いがどんな動物か知らないま
ま文通を続けるふたり。キリ
ンは、想像力をフル回転させ
てペンギンのまねをします。

junaida ／著
（福音館書店）

　いじめでつらい思いをし
た人たちが、自分らしく生き
られるようになった“きっか
け”を語るメッセージサイト

「FACES いじめをこえて」
を書籍化。日本、台湾、ブラジ
ル、クロアチア、ドイツなど世
界各国から届いた２０人分の
メッセージのほか、ジャング
ルポケットの斉藤慎二の体
験談も収録する。

三井　昌志／著
（日経ナショナルジオグラフィック社）

岩佐　めぐみ／作
（偕成社）

ぼくはアフリカにすむ
キリンといいます

Coloful Life
幸せな色を探して

FACES
いじめをこえて

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

ヤ
ン
グ
淡
路

　

ヤ
ン
グ
淡
路
は
、
兵
庫
東
支
部

予
選
（
昨
年
12
月
12
日
、
13
日
・

駒
ヶ
谷
球
場
ほ
か
）
で
優
勝
し
、

第
29
回
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
春
季
大
会

（
３
月
27
日
～
29
日
・
岡
山
県
）

に
出
場
。
南
あ
わ
じ
市
か
ら
は
阿

部
萌ほ
の
か栞 

さ
ん
（
南
淡
中
２
年
）、

橋
爪
心ま
な
と翔

さ
ん
（
三
原
中
２
年
）

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

壮
行
会
で
橋
爪
さ
ん
は
「
昨
年

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
大

会
が
中
止
と
な
り
試
合
に
出
場
で

き
な
か
っ
た
先
輩
た
ち
の
分
も
頑

張
り
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

中
学
硬
式
野
球

撮 っ て お き ☆

５月 ３日（月） ～５月 ９日（日）
・淡路吹奏楽団 定期演奏会
５月17日（月） ～５月23日（日）
・吉備国際大学南あわじ志知キャンパス
　守本市長 講演

毎週月曜日　８：00 更新
■放送　８：00 ～、13：00 ～、20：00 ～

さ ん さ ん ニュー ス

５月 ３日（月）
・第20回 あわじオープンガーデン
５月12日（水）
・淡路島から北海道への移住開始150年記念パネ

ル展「北の150年」活躍する淡路人、子孫達
５月14日（金）
・親子ちゃれんじ「オリジナルバーガーを作

ろう！」

月曜日～金曜日　7：30 更新
■ 放 送　7：30 ～、12：30 ～、16：30 ～、
　　　　 19：30 ～、22：30 ～

※連載の文化財コーナーは休ませていただきます

第
41
回
南
あ
わ
じ
市 

一 

般（
第

10
回
男
女
混
合 

）
６
人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
３
月
28
日
・

南
あ
わ
じ
市
三
原
健
康
広
場
体
育
館
）

１
部

①
エ
ー
ス
ア
タ
ッ
カ
ー
ズ

②
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ 

Ｐｅａｃ
ｈ 

白

２
部

①
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ 

Ｐｅａｃ
ｈ 

桃

②
せ
っ
ち
ゃ
ん

第
16
回
兵
庫
県
障
害
者
芸

術
・
文
化
祭
芸
術
工
芸
作
品

公
募
展

工
芸
・
そ
の
他
の
部

兵
庫
県
知
事
賞　

奥
野
魁か
い
と土

▽
作
品
名

　
　
バ
ト
ル
オ
ブ
モ
ン
ス
タ
ー
ズ

【
左
か
ら
】
橋
爪
さ
ん
、
主
将
の
藤
川
裕

介
さ
ん
（
青
雲
中
２
年
）、
阿
部
さ
ん

県知事賞を受賞した奥野
さんと受賞作品

ＪＡあわじ島ＧＡＰ部会が
近畿農政局長賞を受賞
　「ＪＡあわじ島ＧＡＰ部会」が、
「近畿地域未来につながる持続
可能な農業推進コンクール」で
近畿農政局長賞を受賞しました。
　農業の国際認証「ＧＡＰ」を取得し、気象データ等か
ら予測される情報をＳＮＳで共有して栽培管理に活用す
る取り組みなどが評価されました。

　防災行政無線の戸別受信機の AC ランプは
音声受信中に緑色で「点滅」しますが、待機時
に受信状況が悪くなった場合も緑色で「点滅」
します。
　待機時に AC ランプが頻繁に緑色で点滅する
場合は、設置場所を変更し受信状況を改善する
必要がありますので、危機管理課までご連絡く
ださい。
　また AC ランプが点灯している場合でも、音
声がつぶれて聞こえにくい場合があります。そ
のような場合も受信状況を改善する必要があり
ますのでご連絡ください。
　そのほか、戸別受信機のランプの点灯等の内
容については市ホームページをご覧ください。
問危機管理課☎ 43-5203

緑色に点滅していませんか？

防災行政無線の戸別受信機の
ランプの確認を！

「写真工房 ～フォトリエ～」写真募集！

　家族写真や風景写真など、日常生活で撮影し
た自慢の１枚を、さんさんネットコミュニティ
チャンネルで放送してみませんか？

５月のテーマは・・・「春」
応募方法は「フォトリエ」で検索！

申込締切は５月10日（月）

スマホから「広報南あわじ」と「南あわ
じ市議会だより」をご覧いただけます
　行政情報アプリ「マチイロ」を
ダウンロードすることで、スマー
トフォンなどから「広報南あわじ」・

「南あわじ市議会だより」をご覧
いただけます。
料金
　無料（通信費は利用者負担）
注意点
  「マチイロ」は㈱ホープが
運営するアプリです。広告が
表示されますが、その内容
に南あわじ市は一切関係あ
りません。

問広報情報課☎ 43-5206 ／議会事務局☎ 43-5005
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  ５月の健康カレンダー
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※教室・相談は、中止や延期の場合があります。詳し
くは各担当課にお問合せいただくか、二次元コード
から市ホームページをご確認ください。

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

12 水 14：00 ～ 15：00 　中央公民館２階

※詳しくは、地域包括支援センター（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

27 木 14：00 ～ 16：00 　いちばん星
　（市福永572）

● こころやすらぐひろば　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
23 日 13：00 ～ 16：00 　いちばん星

　（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● 家族教室　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
12 水 14：00 ～ 16：00 　いちばん星

　（市福永572）

新型コロナウイルスに関する医療相談窓口（発熱等受診・相談センター）
❶兵庫県 新型コロナ健康相談コールセンター☎078-362-9980（受付時間：土日祝日含む24時間）
❷洲本健康福祉事務所（健康管理課）☎ 26-2062（受付時間：平日の午前 9 時～午後 5 時 30 分）

発熱等があれば、まずは電話で相談を
発熱等の症状があるなど、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザの疑いがある場合、まずはかかりつけ
医等に電話で相談してください。かかりつけ医等がなく、相談先に迷う場合は、以下窓口へ相談してください。

● 献血
  日　  曜日　  　  受付時間 場所　

12 水 10：10 ～ 11：45
13：00 ～ 16：00 市役所本館

● 健康相談　
内容    日　  曜日　　  　　時間 場所

生活習慣病相談、栄養
相談、血圧測定など 18 火  ９：00 ～ 10：30

13：00 ～ 14：30
市役所本館
1 階

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院
平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

小児救急医療
◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪番で小
児夜間救急診療を行っています。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※このサービスの通話は、お客様応対の品質向上の
　ために録音させていただきます
◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。予約は不要です。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

２日（日） 富 本 喜 文 医師 浦 瀬　 巌 医師

３日（月） 友清龍一郎 医師 西 口　 弘 医師

４日（火） 日 笠 久 美 医師 守 本 圭 希 医師

５日（水） 西 口　 弘 医師 瀧 川　 卓 医師

９日（日） 富 本 喜 文 医師 穀 内 勇 夫 医師

16日（日） 柴 田 亮 平 医師 畑 田 卓 也 医師

23日（日） 高 田 育 明 医師 齊 藤 雅 文 医師

30日（日） 穀 内 純 江 医師 柴 田 亮 平 医師

※発熱による受診の場合は、事前に電話をお願いします

● 乳幼児健康カレンダー　　　  （　　）内は対象
内容  日   曜日　　　　　 場所

４カ月児健康診査
（Ｒ３年１月生） 28 金

南あわじ市保健センター
※受付時間等は対象者に

案内します

食育講座赤ちゃん栄養サロン（予約制）
（Ｒ２年12月生） 25 火

育児相談（７カ月児）
（Ｒ２年10月生） 24 月

10カ月児健康診査
（Ｒ２年７月生） 21 金

１歳６カ月児健康診査
（Ｒ

　

１
　

年10月生） 11 火

２歳児育児相談
（Ｈ30年10月生） 12 水

３歳児健康診査
（Ｈ30年1月生） 14 金

就学前５歳児健康診査
（Ｈ28年５月生） 17 月

遊びの教室（予約制） ６ 木
13 木

発達支援相談（予約制） ６ 木

健診内容は？

申込みから健診までの流れ

健診日程と健診場所

・ 健康診査（19～39歳）
・ 特定健康診査（40～74歳）
・ 後期高齢者健康診査
・ がん検診（肺、胃、大腸、口腔、前立腺、子宮頸、乳房）
・ その他検診（結核、骨粗しょう症、肝炎、胃ABC、腫瘍
   マーカー）など
※乳がん検診は申込不要。対象者に直接通知します

問健康課☎43-5218

町ぐるみ健診は要申込み、
日時指定制です

申込締切　５月７日（金）

♥

♥

♥

町ぐるみ健診を受けましょう

1

２

３

7 月  21、22、23、24、26、27 日 　湊地区公民館

8 月  3、4、5、6、7、9、10 日 　中央公民館

8 月  16、17、18、19、20、21 日 　保健センター

9 月  1、2、3、4、6、7、8 日 　福良地区公民館

10 月  1、2、4 日 　保健センター

各世帯に送られてきた申込書に記入し、
同封の返信用封筒でご返送ください。
※受診しない人も返送が必要です

申込者へ
健診受診票等郵送

４
月
中
旬

７
月
以
降

健
　
診

７
月
下
旬

　

～
10
月

健診は健康上のリスクを早期発見し、健康増進に
つなげる絶好のチャンスです。

対象者　次の➊～❻の要件をすべて満たす人
　➊申請日において、１年以上市内に居住する❷人

間ドック受診日の年度末に満40歳以上❸加入する医
療保険に人間ドックの助成制度がない❹人間ドック
受診日と同じ年度の町ぐるみ健診を受診しない❺人
間ドックの結果、保健指導が必要となる場合は保健指
導を受ける事に同意する❻本人および同一世帯の者
が市税・後期高齢者医療保険料・介護保険料を滞
納していない

必須検査項目　特定健診および肺がん（南あわじ市
国民健康保険・後期高齢者医療保険の加入者のみ）
／胃がん・大腸がん／乳がん・子宮頸がん検診（偶
数年齢の人のみ）

助成額　南あわじ市国民健康保険・後期高齢者医療
保険の加入者１万円、その他の医療保険の加入者
5,000 円

※乳がん・子宮頸がん検診を受ける人は7,000円を加算
必要書類　被保険者証（写し）・納税証明書等

人間ドック受診を助成 問健康課☎ 43-5218◆受診前に健康課への申込みが必要です

いずみ会リーダー養成講座受講者募集！！
健康づくりのための食知識について学んでみませんか？
●期　間　６月 10 日（木）～ 12 月まで
●場　所　洲本総合庁舎ほか
●参加費　年間 1,500 円程度 （実習材料費など）
●申込み・問合せ　
　洲本健康福祉事務所 健康管理課 ☎ 26-2062

健診会場にキッズスペ
ースを設けていますの
で、子ども連れの人も安
心して受診できます。

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）　　　  1 回 100 円
内容    日   曜日　　  時間  　  場所

阿波踊り体操
12 水

10：00 ～ 11：00 広田地区公民館
26 水
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子育て広場 月

　気候も良く穏やかな季節になりました。おもいっ
きり活動できる季節！園庭などでたくさん体を動か
して過ごしましょう。ぜひ遊びに来てくださいね。

令和３年４月12日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

※４月号の正解は『農業』 。43通の応募がありました

　ボランティア活動に
参加したシニアにポイ
ントを付与する「●●
●●●ポイント制度」。
　新しくなったポイン
トカードは、活動を１年間継続するごとにカードに
星印が増える仕組みです。
　●●●●●に入るひらがな５文字をお答えください。
　　　　　　　　　　 　　　（ヒントは広報 26 頁）

※クイズの正解者の中から抽選で５人に素敵なプレゼントが当たりま
　す！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさんさ
んネットコミュニティチャンネル、南あわじ市に対するご意見・
ご感想をお書きの上、広報クイズ係までご応募ください。
■応募締切 ５月 14 日（金）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

広報クイズ

25 24

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

●人　口 46,260人（前月比-121人）
　    （男） 22,288人（前月比-58人）
　    （女） 23,972人（前月比-63人）
●世帯数 19,743世帯（前月比＋42世帯）
※令和３年４月１日現在

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

伊 藤　 尚
なおや

哉

伊 藤　 琉
る こ

湖

小 磯　 杏
あんな

奈

高 木　 春
はるき

輝

入 谷　 天
てんま

馬

岡　　 巧
たくむ

武

柿 谷　 大
だいすけ

輔

富 地　 紗
さ わ

和

馬 部　 采
ことね

音

藤 川　　 凜
りん

高 田　 侑
ゆ ま

茉

宮 崎　 桃
とうご

豪

三 宅　 芹
せりな

菜

寺 内　　 結
ゆい

榎 本　 茉
まなか

花

徳 原　　 潤
うる

公 文　 望
みこと

琴

白 川　 愛
あいしゃ

紗

田 辺　 陽
ひ な

菜

折 口　 楓
ふうま

真

久 保　 奏
かなめ

明

藤 原　 琉
りゅうと

翔

男

女

女

男

男

男

男

女

女

女

女

男

女

女

女

女

女

女

女

男

男

男

右 淑
右 淑
良 太
康 行
雅 哉
倫 也
佳 孝
啓 之
将 仁
悟
大 輔
圭 将
健 雄
伸 治
賢 嗣
里 苑
隆 聖
健 司
晃 司
一 真
佑 樹
秀 恭

八 木
八 木
八 木
広 田
神 代
松 帆
広 田
榎 列
松 帆
市

広 田
八 木
榎 列
尼崎市
神 代
榎 列
高知県
市

松 帆
八 木
市

賀 集

３月 10 日
３月 10 日
３月 10 日
３月 10 日
３月 11 日
３月 13 日
３月 16 日
３月 17 日
３月 17 日
３月 17 日
３月 19 日
３月 20 日
３月 22 日
３月 24 日
３月 25 日
３月 29 日
３月 31 日
３月 31 日
３月 31 日
４ 月 ２ 日
４ 月 ２ 日
４ 月 ２ 日

出生

氏名 年齢 地区 死亡日

　瀨　　壽
野上　好子
的場　政敬
印部　堅三
冨士山一子
中島アサノ

八 木
広 田
倭 文
福 良
広 田
市

80
74
72
92
78
88

３ 月 28 日
３ 月 29 日
３ 月 30 日
４ 月 ２ 日
４ 月 ４ 日
４ 月 ５ 日

氏名 年齢 地区 死亡日

中田　公子
田辺　正春
山口　高司
山田　好美
澤田美佐子
西　　丈夫

賀 集
松 帆
阿 万
松 帆
福 良
阿 万

67
51
64
88
80
68

４ 月 ５ 日
４ 月 ８ 日
４ 月 ８ 日
４ 月 ９ 日
４ 月 11 日
４ 月 11 日

氏名 年齢 地区 死亡日

山崎壽一郎
福榮　　清
坂本伊差夫
山本じつ子
釜谷　智明
榎本　　守

神 代
福 良
阿那賀
賀 集
福 良
神 代

82
79
90
94
57
81

３ 月 17 日
３ 月 18 日
３ 月 19 日
３ 月 19 日
３ 月 25 日
３ 月 28 日

 ●年齢別ひろば　※要申込 
ひろば名 開催日 時間 内容等

いちご
（10 カ月

まで）
25 日（火） 10：00～

遊字命名紙
定員　先着10組
費用　100円（当日集金）
場所　ゆめるんセンター
持参　ふでペン、サインペン
申込締切　18日

ばなな・
ぶどう

（１歳半～
今年度３歳
になる子）

19 日（水）
26 日（水）
雨天中止

10:30～
11:00

浜あそび
定員　各日先着15組
場所　慶野松原海水浴場
集合　10:20
　　　慶野松原駐車場
持参　名札、砂場セット

結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

宮本　祐輔（賀　集）

新島　悠斗（群馬県）

小畠　将彦（賀　集）

野口　順正（松　帆）

三宅　貴大（賀　集）

長谷　祐哉（松　帆）

前川　康史（松　帆）

嶋本　裕貴（志　知）

都志　　聡（洲本市）

森崎　晃平（福　良）

岩井みなみ（　市　）

柴田　佳奈（香川県）

池辺　綾華（洲本市）

喜田　三華（松　帆）

上田　佳奈（賀　集）

髙田未生菜（松　帆）

三原　弓奈（松　帆）

原　　　茜（志　知）

杉岡　　恵（　湊　）

大橋　真実（福　良）

３ 月 16 日

３ 月 22 日

３ 月 25 日

３ 月 28 日

３ 月 28 日

３ 月 31 日

３ 月 31 日

４ 月 ３ 日

４ 月 ３ 日

４ 月 ９ 日

４月13（火）出前ひろば（せいだん）

死亡

５

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:15

ひろば名 開設日 場所

みどり 7,12,14,21,26,28 南あわじ市
保健センター

せいだん 6,11,13,18,20,27 湊地区公民館

みはら 6,11,13,18,20,25,27 働く婦人の家

なんだん 7,12,14,19,21,28 福良地区公民館

※４月 19 日現在の行事予定を掲載しています。
　定員に達している場合はご了承ください

●ふれあいプレイルーム （平日9：30～15：30）
　（申込不要、ゆめるんノート、名札持参）

場所 内容

ゆめるんセンター
公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができます。
赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

●今月の催し　※要申込
行事名・場所 日時 内容等

ままひろば
牛乳パックいす作り
　ゆめるんセンター

12日（水）
10:00～

手作りで、可愛い牛乳パッ
クいすの作り方を学びま
しょう。
定員　先着８組
持参　はさみ・布ガムテー
　　　プ・事前準備した牛
　　　乳パック24本

５月のお誕生日会
　ゆめるんセンター

31日（月）
10：30～

ミントのお部屋
持参　ウェットティッシュ

　「こどもあんしんネット」に登録すると、
最新のゆめるん通信がメールで届きます。右
の二次元コードから簡単に登録ができます。



ま ち か ど ト ピ ッ ク ス　2021.5.1発行27 26

絵本を寄贈した吊り玉実行委員会のメンバーら

　南あわじ市市
いち
吊り玉祭実行委員会から南あわじ市へ、タ

マネギを題材とした絵本「みーちゃんとみっつのやくそく」
57冊の寄贈がありました。
　絵本は、昨年実施を予定していたイベント「吊り玉祭」
が新型コロナウイルス感染症の影響で中止になったことを
受け、代替事業として制作したもの。少女がタマネギ農家
の人と出会い、心を込めて育てることの大切さを学ぶ物語
となっています。
　寄贈いただいた絵本は、市内の小学校や学童保育、保
育所、図書館などに届けられました。

吊り玉祭実行委員会が制作

タマネギが題材の絵本を寄贈

　地域の課題解決への取り組みを南あわじ市が応援する「地域づく
りチャレンジ事業」。同事業で慶野松原の活性化をめざす「慶野松
原盛上げて委員会」が3月23日、湊地区公民館でこれまでの活
動の成果報告会を開きました。
　同委員会は慶野松原に関わる住民や事業者らで結成。慶野松原
の将来の共通ビジョンを地域で作ろうと、淡路景観園芸学校と連携
し、昨秋からアンケート調査や住民参加型のワークショップを実施
するなど、検討を重ねてきました。
　この日は、「夕日と松林」「泊まる」「体験する」などをテーマに作
成した将来のビジョンや、今後の活動計画の発表がありました。
　同委員会の谷池隆宏さんは「松帆地区以外からも意見や提案を聞
いていきたい。令和３年度は慶野松原でのワーケーション体験など、
試験的なこともできれば」と話していました。

松帆地区・地域づくりチャレンジ事業

慶野松原の未来を考える

成果報告会で今後の活動計画を発表する慶野松原盛
上げて委員会のメンバー

協定書に署名した各団体の代表者ら

　南あわじ市と国立淡路青少年交流の家、淡路景観園芸学校、
淡路三原高校の４者が「南あわじ市の地域創生にかかる包括
連携協定」を締結しました。
　今後、国立淡路青少年交流の家、淡路景観園芸学校が得意
とする体験活動やワークショップを通じて小中高生が自分のふ
るさとについて学ぶ機会の充実を図るとともに、社会人により
近い高校生の社会参加を促し、将来の南あわじ市の地域創生
を担う人材の育成をめざします。
　３月23日に市役所で締結式が行われ、各団体の代表者が
協定書に署名しました。

まちの未来を担う人材育成へ
４者が包括連携協定を締結

　南あわじ市出身のアーティスト、清川あさ
みさんが手掛けた淡路人形座の新演目「戎
舞＋」（えびすまいプラス）の公演が、3月
20日から始まりました。
　「戎舞」は、福の神の戎さまが大漁や航海
の安全を祈る伝統ある演目です。
　新演目は淡路人形浄瑠璃の魅力を淡路島
の歴史とともに次世代に受け継ごうと、清川
さんがプロデュースし、いとうせいこうさん
が脚本を担当。清川さんが手がけた人形の衣
装などの舞台美術や、国生み神話をイメージ
したアニメーションなどが特徴で、既存演目
と淡路島の国生み神話が融合した幻想的な作

清川あさみさんがプロデュース

淡路人形座の新演目「戎舞＋」が公開

新演目「戎舞＋」の一場面

　南あわじ市では「高齢者が元気に生涯活躍できるま
ち」をめざし、高齢者等元気活躍推進事業に取り組ん
でいます。３月 24日、「おもいやりポイント制度」の
新しいカードの交付式を開催しました。
　同制度は、ボランティア活動に参加したシニアにポイ
ントを付与するもの。ポイントは市内で使える商品券な
どと交換できます。
　新しいポイントカードは、活動を１年間継続するごと
にカードに星印が増える仕組み。交付式では、2年間
活動を続けた1人に星 2つのシルバーカード、１年間
続けた16人に星 1つのブロンズカードが守本市長か
ら手渡されました。星印は最大で5つまで増えます。
　また、カード交付式の後には、出席者や守本市長、市
担当者が、今後の活動について話し合う座談会がありま
した。
　市担当者は「カードが励みになって、活動が広がって
くれれば」と話しました。

高齢者等元気活躍推進事業「おもいやりポイント制度」

新しいカードの交付式を開催

01 「おもいやりポイント制度」の新しいカードを受け取る出席者（左）
02 守本市長と出席者らが意見を交換した座談会

01

02

品となっています。
　上演は5月 31日（月）まで。水曜定休。島内在住の人は料金が２割引き（証
明できるものをご提示ください）。
問淡路人形座☎52-0260
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※本紙は４月 20 日時点での情報を掲載しています。新型コロナウイルス感染症の影響で、紙面に掲載した内容が
変更となる可能性がありますので、ご了承ください

部 署 名 業 務 内 容 場 所 電 話 番 号

議会事務局 議会事務 本館４階 43-5005
総務課 行政組織、文書法制、人事給与、統計調査 本館３階 43-5001
秘書室 秘書、友好市町 本館３階 43-5001
人材育成室 目標管理制度、職員研修、女性・障害者活躍推進 本館３階 43-5001
財務課 入札、契約、庁舎管理、財産区、予算、決算、基金運用 本館３階 43-5210
広報情報課 広報、情報化推進、電算管理 本館４階 43-5206
広報情報課映像制作係 さんさんネットコミュニティチャンネルの番組制作 第３別館 43-2345
ふるさと創生課 総合計画、地方創生、定住促進、国際交流、企業誘致 本館３階 43-5205
つながり開発室 ふるさと納税、関係人口創出 本館３階 43-5251
うずしお世界遺産推進課 うずしお世界遺産登録推進 本館３階 43-5207
市民協働課 市民協働のまちづくり、自治会、地縁団体、交通政策、法律相談 本館３階 43-5244
生涯活躍推進室 高齢者等の生涯活躍推進 本館３階 43-5244
危機管理課 災害対策、国民保護、消防団、交通安全、防犯 本館３階 43-5203
総合窓口センター 諸証明発行、住民票、戸籍、年金、マイナンバーカード 本館１階 43-5212
税務課 市・県民税、国民健康保険税、固定資産税、軽自動車税、納税証明 本館１階 43-5213
収納対策室 税徴収、納税相談、滞納対策 本館１階 43-5213
環境課 環境衛生、廃棄物処理施設、墓地、飼犬の登録 本館２階 43-5214
施設整備室 環境衛生施設の整備 本館２階 43-5214
福祉課 地域福祉、障がい福祉、生活保護、民生児童委員 本館１階 43-5216
子育てゆめるん課 児童福祉、児童手当、保育所、幼稚園、認定こども園 本館１階 43-5219
長寿・保険課 介護保険、医療保険（国民健康保険・後期高齢者医療・福祉医療） 本館１階 43-5217
地域包括支援室 地域包括支援センターの運営、高齢者福祉、老人クラブ 本館１階 43-5237
健康課 母子保健、健康診査、健康相談、休日応急診療所 本館１階 43-5218
商工観光課 商工業振興、地場産業振興、起業家支援 本館２階 43-5221
観光交流・施設室 観光事業の振興、観光施設の管理運営 本館２階 43-5221
農林振興課 農林畜産業振興 本館２階 43-5223
鳥獣対策室 鳥獣対策 本館２階 43-5223
水産振興課 水産振興、漁港整備 本館２階 43-5243
食の拠点推進課 食の拠点事業の企画調整 本館２階 43-5224
農地整備課 農業施設の維持管理、ほ場整備、地籍調査 本館２階 43-5225
建設課 道路・河川の維持管理、都市計画、市営住宅の維持管理 本館２階 43-5226
建築技術室 特定の建築物の設計・営繕 本館２階 43-5252
下水道課 下水道施設の整備・維持管理、下水道事業の経営 第１別館１階 43-5228
会計課 現金収納、出納、請負工事・委託業務・物品購入の検査 本館１階 43-5229
教育総務課 教育委員会、小中学校組合、学校施設の維持管理 第１別館２階 43-5230
学校教育課 就学、教職員の人事管理、教育方針策定 第１別館２階 43-5231
社会教育課 人権教育、社会教育、芸術・文化、伝統芸能、文化財、歴史文化遺産 第２別館２階 43-5232
体育青少年課 学童保育、アフタースクール、スポーツ施設、スポーツ団体 第２別館２階 43-5234
青少年育成センター 相談業務、青少年補導委員会、青少年問題協議会 第２別館２階 43-5238
選挙管理委員会事務局
監査委員事務局
固定資産評価審査委員会

選挙事務、監査事務、固定資産評価に対する不服審査事務 本館３階
43-5004（選挙） 
43-5235（監査）

農業委員会事務局 農地転用、農地利用推進 本館２階 43-5236
消費生活センター 消費者トラブルの相談 本館２階 43-5099
淡路広域水道企業団 上水道の料金、開閉栓、施設の維持管理 第１別館１階 43-3038

フロアー図は二次元コード
からご確認ください

南あわじ市役所
業務案内

（令和３年５月１日現在）
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